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XL農業生産力の変化と農業機械化
1. 農業生産力の変化
農業生産力の飛躍的発展には，まず第 1に生産手段である土地に対する基盤
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・整備が重要である。すなわち，機械化や農業労働の効率を高めるための耕地の
区画化や水平化，さらには安定的収量と増産を保証する水利漕漑網の整備等で
ある。これらの事業を行うためには莫大な資金投下と労働力投入を行わなけれ
ばならず，これは普通の政治状況下では成しえず困難が多い。解放後の中国に
おいてその多くは大躍進期や文革期のように「上からの」政策として強権的発
・動によって可能であったことはすでに触れた。第2は農業機械化の進展や品種
改良，あるいは肥料の増投や農薬の普及等である。農業機械化は，①工業化の
進展に伴う農業労働力不足を解消したり，苦渋に満ちた農業労働‘を緩和する。
②農作物の端境期において作期に遅れることなく収穫・耕転・播種という農作
業をスムーズに進展させることが可能となり，その結果農業生産力の発展に大
きく貢献する。また，耐寒性や耐旱性・耐肥性品種等の品種改良や肥料の増
投，農薬の普及も農業生産力の増大に貢献することはいうまでもない。
• 第3は生産者である農民の農業生産に対する意欲の問題である。中国農村に
おける社会主義改造がこの点を一体どのように解決してきたのか，大きな問題
である。土地改革による土地分配は農民にインセンティプを与え，その結果農
業生産力を増大窓せたことは想像に難くない。また， 1979年以降の農業生産責
任制の導入は働いた分だけ自家の収入増に結びつくことから農民の生産意欲を
増大させ，その結果1984年には食糧生産量が4億トンを突破したことは記憶に
新しい。このような農民の生産に対するインセンティプは，中国が外国に対して
自国を閉ざしていた期間，とりわけ農業集団化や大躍進期，文革期においてどの
ような形で存在したのであろうか。村幹部からの応答では，この期間農民が生産
に対してインセンティプを持っていたかどうかについては否定的である。恐ら
く大躍進までの段階では農民の労働蓄積運動が大規模に繰り広げられたことか
ら，まだ農民の生産に対する革命的熱情は持続していたようである。しかし，大
躍進政策の失敗の一因である「共産風」や出鱈目指揮の横行，その後の食糧不足
やそれに伴う餓死者の発生等は農民の農業生産に対する意欲を減退させた。さ
らに，文革による「上から」の強権発動，すなわち経済建設軽視と「政治第一
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主義」が農民の生産意欲を減退させたことは明らかである。しかし，大躍進や
文革の集団主義は農業に対する集団投資，特に農民による集団的労働投資を発
動し，・水利建設や農地基盤整備を実施させ，その結果，既述した第 1の生産力
発展に結びついたことも否定出来ない。この点を解明するfこめには，この間の
個々の農民の意識にまで踏み込んで分析しなければならず， 困難な課題であ
る112)。すでに第 1については触れたので， 次節において第2の問題，特に農
業機械化の進展についてのみ考察することにし，本節では農業生産力の推移を
考察しよう。
まず，第30表は1957年から1987年までの農家戸数や耕地面積，それに農業生
産力の推移を見たものである。本表から農家戸数の推移を見ると，1957年の306
戸から 1987年の 666戸とこの30年間に戸数は 2倍強に増加したことが分かる。
耕地面積は反対に 1957年の 2,355畝を最大にして，以後は徐々に減少し， 1987
年には1,795畝まで減少し，この間に560畝(23.8%)の耕地が減少している113)。
そして，食糧生産量は 1959年の大躍進期の 48.05万kgから 1987年の 106.04
万kgと戸数と同様にほぼ2倍強に増大した。 このように耕地が減少している
のにかかわらず生産量が増大したのは，取りも直さず単位面積当たりの生産量
（土地生産性）が増大したことに他ならない。例えば， 1畝当たりの生産量の推
移を見ると， 1959年の 280kgか9ら1987年の 758.1kgと約2.7倍に増加してお
り，土地生産性の上昇は既述した生産力増大の要因が作用したからであろう。
ところが，農村人口は食糧生産量の増加とパラレルに増加しており，この点
では 1人当たりの食糧は増加していないことになる。 しかも 1畝当たり 700
kg水準はすでに 1966年に到達しており， その後変動を繰り返し， 1982年の
811kgを最高にして最近は 700kg台を低迷していることから， 食糧生産量
112) 1989年夏の本調査において農家個別調査を実施し， この点を詳細に分析する予定で
ある。
113)これらの統計数値は村が上級の郷へ報告した数値であり， 隠し田である黒田がどれ
くらいあるのかについては既述した。 ・
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第30表唐家村に
~ 農 耕 食 糧家 地． 播種面積 当1た畝り そのうち水稲戸 面 総産量数 積 畝.I ％ 万kgI当1(kたg畝) り（戸） （畝） （万kg) (kg) 
1957 306 2,355 
1958 314 ・2,347 
1959 310 2,044 1,716 84.0 48.05 280 38.91 243 
1960 317 2,060 1,713 83.2 47.78 279 39.23 245 
1961 340 2,060 . 1,844 89.5 47.58 258 36.05 219 
1962 343 . 2,040 1,291 63.3 49.08 380 25.72 211 
1963 363 1,938 1,145 59.1 61. 70 ＇ 539 49.64 255 
1964 366 1,938 1,034 53.4 72.00 696 80.17 368 
1965 369 1,932 • 1,105・ 57.2 71. 69 649 59.27 271 
1966 370 1,915 1,239 64.7 87.86 709 70.93 328 
1967 387 1,915 1,138 5Q.4 88.07 774 71. 91 393 
1968 367 1,915 1,179 61. 6 86.54 734 72.94 362 
1969 404 1,915 1,226 64.0 92.67 756 82.80 '403 
1970 422 1,915 1,261 65.8 . 92.18 731 '82.41 384.7 
1971 431 1,915 1,254 65.5 91. 35 728.5 79.07 363.6 
1972 431 ・1,915 1,300 67.9 92.41 710.8 84.18 386.9 
1973 442 1,930 1,269 65.8 102.63 808.8 98.12 442.8 
1974 455 1,930 1,262 65.4 89.46 708.9 75.75 342 
1975 460 1,927 1,262 65.5 91. 74 726.7 83.63 378.7 
197.6 480 1,994 1,300 65.2 89.24 686.4 75.39 344.7 
1977 521 1,923 1,331 69.2 85.68 643. 7 77.82 346.7 
1978 550 1,923 1,342 69.8 105.47 785.9 89.39 424.8 
1979 539 1,853 1,344 72.5 104.17 775 85.47 376.4 
1980 567 1,858 1,269 68.3 66.73 525.8 49.39 228.7 
1981 576 1,858 1,035 5. 7 71. 62 692 61.10 396.3 
1982 629 1,837 1,082 58.9 87.73 811 76.65 318.1 
1983 629 1,837 1,295 70.5 86.31 666.5 74.69 355.6 
1984 638 1,822 1,196 65.6 89.71 750 77.10 401 
1985 627 1,795 1,023 57.0 72.70 711 74.11 370 
1986 637 1,795 1,164 64.8 90.80 780 86.60 409 
1987 666 1,795 1,399 77.9 106.04 758.1 95.00 392.6 
出所）村から提供された資料に基づき作成。
本村では二毛作ないしは三毛作が行われているが，•本表の播種面積は作付総延面
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おける農業生産力の推移
棉 花 油 菜 • 統購任務．
播面積 総産量 当1た畝り 播種面積 総産量 当1た畝り
1% 畝 I 万斤
彩
畝 （万斤） （斤） 彩 （万斤） （斤）
17.75 18.6 
868 42.5 16.23 187 338 16.6 4.46 132 17.26 17.6 
19.55 15.8 
18.24 12.7 
903 46.7 10.66 118 21.43 15.0 
21.43 12.2 
21.43 12.2 
21.43 12.4 
26.44 14.3 
901 47.0 8.94 99.3 326 17.0 7.86 241 24.82 13.5 
902 47.1 6.78 75.2 332 17.3 10.99 330.8 24.06 13.2 
897 46.8 8.52 95 337 17.6 10.55 313 24.78 13.4 
901 46.7 8.50 94.3 337 17.5 3.60 106.7 27.76 13.5 
897 46 .5 9.49 105.8 337 17.5 12.50 370.9 23.94 13.4 
904.6 46.9 11.56 127.7 337 17.5 円 8.62 255.7 24.06 13.1 
867 43.5 9.88 114 348 17.5 5.43 156 23.89 13.4 
849 44'.1 8.91 105 348 18.1 4.59 132 
795 41. 3 7.79 98 351 18.3 1. 61 330.7 22.36 10.6 
712 38.-4 6.19 87 337 18.2 12.83 380.7 
681 36.7 4.37 64.2 326 17.5 8.24 252.8 20.09 15.1 
756 40.7 6.68 88.3 409 22.0 13.29 325.0 17.64 12.3 
662.4 36.1 6.04 91. 3 409 22.3 15.59 381.1 14.31 13.2 
599 32.6 7.32 122.2 289 15.7 10.23 354.0 15.36 8.9 
592 32.5 6.99 118 289 15.9 11.16 386.0 19.72 11.0 
632 35.2 8.46 133.8 368 20.5 16.42 446.2 19.81 13.6 
299 16.7 3. 71 124 428 23.8 13.87 324.0 21. 03 1. 6 
91 5.l: 0.89 .97.4 558 31.1 16.05 287.6 18.46 8.7 
積を指すのでなはなく，食糧作物の占地面積を指している。
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を見る限り，農業生産責任制の等入という農村経済改革は本村においてはあま
り大きな意味を持たなかったようである。
食糧生産量のうち水稲生産量は 1959年の 39.91万kgから 1987年の 95万kg
へと約2.4倍に増加しており， 1畝当たり生産量は 1959年の 243kgから 198,7
年の 392.6kgへと1.6倍に増加した。 1畝当たり生産量は食糧生産量と同様，
1964年にすでに 300kg台に突入し， 1967年には 393kgとほぼ 400kgに近い
生産量にまで達しており，かなり早期のうちに限界生産力に到達している。こ
の点は水稲の最高生産量が 1973年の 442.8kgであり， 1980年の凶作時期を除
いて 300kgから 400kgの間を推移していることからも窺える。
棉花は播種面積が 1975年までは 900畝を前後しており，それ以降は徐々に減
少し，特に 1986年と 1987年の 2年間に急減した。総生産量も同様に 1975年を
ビー クにして， 1987年はその10分の 1以下に減少している。棉花の播種面積の
急減は耕地面積の減少とも相関しているが，それにもまして近年は労働力の不
足に伴う手間のかかる棉花栽培を忌避する傾向によるところが大きい。棉花と
異なり，油菜は 1980年までは 300畝台を推移し， 1981年以降は 400畝台に増大
し， 1983~84年は少し落ち込んだものの 1986年に回復し， 1987年には 558畝に
達した。これは近年の三熟制（三毛作）の減少により単季晩稲の前作として油菜
の栽培が多くなったからである。
食糧の国家による統一買付け（統購制）は，本村では 1954年より実施され，当
時の村の統購任務は聞き取りによれば 6万斤 (1斤は 0.5kg)と非常に少なかっ
た114)。第30表によれば 1960年度は 17.75万斤であり，その後は毎年徐々に増
加し，文革期間中は最も多く，最多は 1973年の 27.76万斤である。三中全会
以後は徐々に減少し， 1982年度は最少の 14.31万斤にまで減少した。 1985年度
には統購制が廃止され，国家と農家との契約買付け制である定購制に変わった
が，必ずしも国家の買付け量は減少したわけではなく， 1986年度には1960年代
114)拙稿「中国農村の伝統と変革一上海市奉賢県青村郷唐家村の調査事例―-」（中）
『経済論集」第38巻第1号， 1989年において触れたので，参照されたい。
48 
中国農村の伝統と変革（結）（石田） 611 
後半にまで復活した。統一買付け量の食糧生産量に対する割合を見ると， 1960
年初期は凶作であったため買付け量は少ないが，その割合は1960年に18.6彩，
1962年で17.6彩とかなり高く，農民の負担の大きかったことが窺える。このよ
うなことは1980年の凶作時にも見られ，生産量は減少するが，供出量は減少せ
ず，その割合は15.1彩にも達している。既述したように 1985年より定購制が
導入されたが，量も割合もあまり大きな変化がない。 1987年は8.7彩と 10彩台
を割るが， 1988年もさらに減少しているのかどうか，食糧生産量の伸び悩みを
考えると，この点は疑問である115)0
また，第31表は青村郷各村の食糧分配であるが，これを見ると食糧の国家へ
の販売量は722.69万斤で，総収量の26.7形を占める。総収量に対する販売量の
最多は挑家村の32.8彩であり，種子隊を除いた最少は唐家村の19.1彩となって
いる。この数値には議購（協議買い付け）も含まれており， 定購のみを見ると第
30表の 1986年度の数値21.03万斤より少ない。ところで，食糧の多くは口糧
として自家消費に回されており， 1986年度の 1人当たり平均食糧は 688.7斤
(344.4kg)である。
． 以上，農業生産力の推移を考察したが， 1979年からの農村における経済改革
は農業生産力の増大とは直接に結びついておらず，その意義は弱い。同時に国
家の食糧買付け量にも大きな変化は見られない。ただ，既述したように農村経
済改革は農業から工業へ労働力を移転させ，工業総生産額の増大のスビードを
農業総生産額のそれよりも加速させ，エ農総生産額中に占める工業生産額の割
合を急速に増大させるといった産業構造の変化の面から考えると，その果たし
た役割と意義は大きい。しかし，農業の側から見ると，本村の農業生産力はす
でに早い時期に限界に達しており，農業生産責任制の導入といった方法だけで
農民の生産に対する意欲を増大させることは出来なかった。そのためには既述
115) 1988年度の全国食糧生産量は 4億トンを割っており，本村でも 93.64万kgと1987
年度の 106.04万kgに比較すると大きく減少しているが， 国家との食糧契約販売量
（定購）は21万斤 (1.2彩）と反対に増加している。
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した第1と第2の生産力増大の要因に対する投資がなされねばならないが，後
述するようにこの点はなおざりにされてきたと言わなければならない。現在多
くの農村でも農民の生産意欲は減退しており，生産責任制導入による農民への
インセンティプはすでに当初の役割を終え，その効果を弱めている。更なる農
業生産力の増大は農産物買い付け価格引上げや第1• 第2に対する投資によっ
て始めて可能となるであろう。その意味において他地域に比較して一歩先んじ
ている本村が今後どのような政策を打ち出し，今後予想される食糧問題を解決
していくのか，中国農村の将来を予測する上で本村のパフォーマンスは考察に
値する。
2. 農業機械化の進展
農業機械化の最初は，動力灌排機（電動ボンプ）の導入である。青村郷におい
ては解放前から1960年頃までは風車・牛車・足踏水車の「三車」によって灌漑
が行われていたが， 1960年初期よりポンプ・ステージョンが設置され，電動ボ
ンプによる灌漑が可能となった。また，クリークの改修と暗渠の建設により灌
排水の効率はよくなり，農業労働は緩和された。例えば， 1968年冬に初めて
暗渠が建設され， その時の暗渠の長さは僅か 3.27kmであったのが， 毎年増
・加し，翌年の 1969年は 15.58km,1970年に31.35km, 1975年 120.63km,
1980年 447.55km, 19糾年では 606.08kmに達し，暗渠による灌漑面積は 17
万6,835畝，瀧漑総面積の 33.76彩に達した116)。
第32表から青村郷各村の灌排動力機械の所有状況を見ると，どの村にも固定
電動灌排ステーション（ボンプ・ステーション）が設置されている。唐家村にぉぃ
ては3つのポンプ・ステーションと移動電気ポンプでほぼ村内の灌排水を満た
していることから，他村においてもポンプ・ステーションと移動電気ポンプで
十分であると考えられる。特に， 1965年からの本地方での三熟制の導入は水利
116)前掲『奉賢県志』 pp.484~侶5。
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第32表 1986年度青村郷各村
機械 1 トラクタ
lコ乙 血 I I I 移珈UIJ機
> 345[ ／ : 2 2 4
???
ヵ ．
??????????????
?
?
??
?? ????
?，
???
?
?
?? ??? ? ??????
?????????????????
?????? ? ?? ? ．?
合計 I291 11. 2331 33 I 53 I 65. 6 I 241 I 532 I 3I 45 I 225 12,642 116 11s 
出所）前掲『青村郷総公司1986年度資料涸編」 pp.15~16より作成。
施設の整備があって初めて可能となった。
トラクターには豊収型や上海型の中型トラクターと，エ農型と東風型の小型
トラククーがあり，圧倒的に小型トラククーの所有台数が多い。これらのトラ
ククーはほぼ生産隊（村民小組）毎に所有されている。例えば，朱店村は15生産
隊で 16台所有，鐘家村(10隊）に 13台，挑家村(13隊）に 20台，朱橋村(9隊）に 13
台，子庄村(13隊）に 19台，方灯村(11隊）に 9台，岳和村(8隊）に 15台，陶宅村
(14隊）に 12台，王家村(16隊）に 17台，民安村ci4隊）に 15台，呉家村(11隊）に 8
台，唐家村(14隊）に 18台，北港村(19隊）に21台，李客村(18隊）に 15台となって
おり，中型トラククーの多くは生産隊の所有ではなく，生産大隊（村）の所有と
思われる。現在多くの農村ではトラククーを農耕に利用するよりも運搬用に利
52 
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の農業機械等の所有状況
515 
自 動 車正戸動力船掛機
工農東風 計 2.5ト以ン上 2 トン
11 12 輌 l馬力輌 1馬力輌 1馬力 台馬力
10 3 1 8 
11 1 1 88 1 88 1 8 
15 3 1 55 1 55 
11 1 4 32 
13 4 1 15 1 15 1 25 37 
5 1 1 59 1 59 2 18 16 
10 3 7 94 62 
8 2 1 5 70 44 
6 7 1 88 1 88 1 14 ， 
12 2 1 59 1 59 1 8 
5 2 4 88 1 88 4 32 
13 2 3 286 4 286 2 32 44 
17 2 1 264 3 264 8 64 
12 1 30 55 1 55 1 13 ， ， 1,832 15 1,005 15 827 
151 I 34 1 45 12.88912511.s19 I 1911.0551 1 I 15I 19 I 266I221119 I 152 
用するところが多く，この面での機械化は不十分である。そのこともあって牛
耕がまだかなりのレベルで利用されている。耕転における農業機械化を実施す
るためには，その効率をあげるため機械の所有台数の増加だけではなく，耕地
の区画化や水平化を十全に行う必要がある117)。
自動車は所有する村もあれば所有しない村もあり，一様ではない。自動車所
有は郷鎮企業経営と関係し，郷鎮企業の発展した村ではその台数が多く，農業
に利用される自動車は少ない。自動車を所有しない村においてはトラククー輸
送で代替したり，水路の発達したこの地方では動力船が大量輸送に大きな力を
117)本村における耕地の区画化と水平化事業が余り進展していないことは既に触れた通
りである。
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発揮するし， また掛機（ハンドトラクター用の発動機を取り付けた小型船）も大いに
利用されているので問題はないのであろう。また，郷では村に比較して財政的
に豊かであるためモータリゼーションが進んでいる。郷で・は自動車を30台所有
し，動力船や掛機を所有していない。恐らくこれらの自動車は郷営企業の経営
において利用されているのであろう。また，農業経営が個別化された現在で
は， トラククー等の利用効率は悪くなっており，唐家村では壊れたトラククー
は放置されたままである。
次に，唐家村における農業機械化の推移を第33表から見よう。機械総動力は
1959年の 58馬力から1987年の 354馬力へとこの28年間に約 6倍に増加してい
る。そのうち農業機械は32馬力から294馬力へと約9倍，ポンプは26馬力から
60馬力強へと 2倍に増加している。農業機械は中型トラククーが1975年に初め
て導入され， 1987年に2台， 1988年では 3台に増加した。小型トラククーは
1960年に4台が導入され， 196舷Fに5台となり， 1966年．には10台， 1969年から
は14台となり， 各生産隊毎に 1台所有することになった118)。第33表に記載さ
れている脱穀機は第15表によれば大脱穀機であり， 1965年から各生産隊につき
1台の割合で所有されている。そして，現在では18台に増加している。役畜
（牛）は1957年には14頭所有し，やはり1生産隊につき 1頭となっている。その
後少し変化があるものの現在では19頭となっている。灌排水機械，すなわちポ
ンプは1959年にポンプ・ステーションが設けられ，その時に設置されたoそれ
以前は水車を利用して灌排水を行っていた。 1959年には13キロワットのポンプ
が2台設置され， 1965年に計3台となり， 1983年には7キロワットを追加して
計4台，そして1986年にさらに 7キロワットを2台追加して， 計6台となっ
た119)。1983年以降小ポンプが急増しているが， これは農業生産責任制の導入
118)既述したように現在，農業機械は農機隊が請け負っており， 中型トラククー 1台は
運送用に利用され， 小型トラククー 8 台は使用不可能な状態にある。 19~9年には小
型トラククーは5台に減少している。
119)この点は既述した内容と少し異なる。
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第33表唐家村における農業機械化の推移
~ ; 機械総動力（馬力） 中トラ型ク 小型 農投業労入働合計iIボンプ トラク ボンプ脱 役畜信） 信） （台） （台） 環） （労働日）
1957 14 120,000 
58 14 130,000 
59 58 32 26 2 14 156,500 
60 58 32 26 4 2 16 207,800 
61 58 32 26 4 2 16 164,300 
62 ― 58 32 26 4 2 15 175,600 
63 58 32 26 4 2 17 222,100 
64 66 40 26 5 2 16 221,700 
65 108' 69 39 5 3 14 18 243,800 
： 
66 181 142 39 10 3 14 17 265,400 
67 181 142 39 10 3 14 17 257,200 
68 181 142 39 10 3 14 19 255,000, 
69 223 184 39 14 3 14 19 316,300 
70 223 ・184 39 14 3 14 17 332,300 
71 223 184 39 14 3 14 19 337,100 
72 223 184 39 14 3 14 16 271,400 
73 223 184 39 14 3 14 17 , 273,500 
74 223 184 39 14 3 14 18 301,100 
75 273 234 39 1 14 3 14 20 ,295,200 
76 279 . 240 39 1 14 3 16 20 273,100 
77 279 240 39 1 14 3 16 21 261,300 
78 279 240 39 1 14 3 16 , 21 246,200 
79 288 249 _ 39 1 14 3 19 20 272,100 
80 288 249 39 1 i4 3 19 20 210,868 
81 288 249 39 1 14 3 19 20 194,800 
82 282 243 39 1 14 3 17 20 144,300 
83 287 241 46 1 14 4 17 18 84,500 
84 287 241 46 1 14 4 17 18 83,450 
85 291 245 46 1 14 4 . 18 18 82,450 
86 304 244 60 1 14 6 18 17 82,300 
87 354 294 60 2 14 6 18 17 82,180 
出所）村から提供された資料に基づき作成。
応答では移動用小型ボンプ (1.5馬力）は28台あり， 1村民小組につき平均2台
の所有である。
55 
―- ----・--一心ー ・'.—-- --
518 闊西大學『経清論集」第39巻第3号 (1989年9月）
により農業生産が個別化され，これまでのポンプ・ステーションだけでは不足
となり，移動用の電動ポンプが必要となったからである。
農業労働投入量を見ると， 1957年と1958年は12万人日と13万人日の概数が出
ており，この数値には農業以外の農地基盤整備などへの出役労働を加算してい
るとは考えられず，信憑性があまりない。経済調整を実施した1961年には労働
投入量はまだ少なく，以後徐々に増加している。特に文化大革命期に入ると
急増し， 1971年をヒ゜ークに減少しはじめるが， 1970年代末までは大きな変化
はない。 1980年に入ると急減し， 1987年には 8万2,180人日となり， 最多投入
量の 4分の 1まで落ち込んでいる。また， 1988年度は総労働力が 1,029人で，
1人当たり平均70日間農業に従事しており，農業労働投入は 1,029人X70日＝
7万2,030人日と， さらに減少している。 これは三中全会以降の経済改革によ
り労働力が農業から非農業へ移動したためである。
また，水稲の新品種導入については1964年に矮脚稲の南特号（早稲）を導入す
ることにより三熟制が可能となり， 1畝当たりの食糧生産量は 1963年の 539kg
から 696kgに， 1畝当たりの水稲生産量は 255kgから 368kgへと増大した。
唐家村を見る限り，灌排水の機械化はすでに1959年から始まり，これまでの
「三車」を駆逐した。これにより1964年よりの三熟制を可能にし，一挙に農業
生産力を高めた。また同時に，小型トラクターも 1960年から導入され始め，
1969年には各生産隊毎に 1台所有するまでに至り，これまでの牛耕と併用して
いる。このように唐家村においては 1960年代に初歩的な農業の機械化が進展
し，その結果農業生産力は既述したように1960年代後半から1970年代前半まで
に急増しており，その後頭打ちとなった。そして，三中全会以後の経済改革は
農業生産力増大と直接的に結びつかず，農村工業化へまっしぐらに突き進ん
だ。この点は第28表に見られるようにエ農業総生産額中の農業生産額の割合が
1980年から急減し，工業生産額の割合が急増していることからも窺えるし，・第
29表の労働力構成における農業労働力の割合が急減し，工業労働力の割合が急
増していることからも窺える。中国農村の全体的動向から見れば，本村は一歩
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第35表 1986年度青村郷各村
~ 総 総 純． 上納専項基金収 支 収 そのう ち計 補以 工農 公共支出飼額料補差助 ％ 入 出 入
朱店 160.86 93.55 67.31 7.19 4.37 1. 60 1. 22 16.7 
鐘家 203.07 142.78 60.86 5.86 3.24 0.67 0.90 9.6 
挑家 168.51 112. 43 56.08 5.20 2.67 1. 82 0.71 9.2 
朱橋 302.23 222.67 79.62 6.80 3.78 1. 99 1.03 8.5 
子庄 280.32 178.20 101. 58 8.43 3.90 2. 79 1. 74 8.3 
方灯 320.10 215.26 104.84 8.86 3.90 3.50 1. 42 8.5 
岳和 155.65 99.29 56.24 6.84 3.63 2.23 0.98 12.2 
陶宅 93.55 71. 92 21. 62 2.32 1. 51 0.05 0.76 10.7 
王家 123.96 75.96 48.00 5.19 3.06 1. 20 0.93 10.8 
民安 221. 64 127.69 93.95 10.04 6.40 1. 74 1. 90 10.7 
呉家 139.41 71. 29・ 68.12 6.54 2.81、 3.00 0.74 9.6 
唐家 395.15 271. 99 123.16 9.82 5._3 2.84 1. 65 8.0 
北港 209,18 118.57 90.61 9.37 5.12 2.50 1. 75 10.3 
李客 74.11 45.78 28.93 3.・40 2.09 0.68 0.63 li.8 
街道 63.30 33.44 29.86 1.08 1.09 3.6 
合計¥&器品¥1. 880. 82 1,030.82 96. 94 51. 89 得：tふ¥16.36 9. 4 
出所）前掲「青村郷総公司1986年度資料漉編」 1987年3月， p.・27より作成。
四捨五入による数値の合計値と合計を四捨五入した数値とでは異なることもある
先を歩んでおり，中国農業の将来を予想できる姿を提示している。
3. 農業の地位
農業の地位については「農村の工業化と産業構造の変化」の節で，簡単に触
れたが，改革以後の農業の地位についてもう少し考察してみよう・o
1983年より生産責任制の大包干制が導入され，耕地は各農家に分配された。
それゆえ，青村郷各村の集団経済としての農業の地位は低下した。第34表は各
村の農業経営収益分配状況である。これを見ると， 14カ村の総収入合計は
91. 23万元であり，第35表の青村郷各村工業企業収益分配状況の総収入合計
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工業企業収益分配状況
621 
（単位：万元）
税 金 利洞積蓄 職工所得 I そのうち 茫i 旦り‘計 工 所塁 彩 計 彩 計 彩税商
4.73 3.55 1.18 7.0 19.08 28.3 19.08 36.21 53.8 1,083 46 
19.08 13.23 5.85 31. 3 10.84 17.8 9.07 25 .24 41. 5 1,100 51. 45 
16.31 9.50 6.81 29.1 '9.46 16.9 8.84 25.11 44.8 1,003 68.11 
26.42 19.03 7.39 33.2 12.21 15.3 12.21 34.19 42.9 1,046 78.54 
22.57 12.77 9.80 22.2 26.26 25.9 14.64 44.32, 43.6 994 78.80 
31.31 17.71 13.60 29.9 21. 91 20.9 14.91 42.76 40.8 1,009 86.75 
16.22 8.07 8.25 28.8 9.67 17.2 2.67 23.51 41.8 1,284 53.69 
3.87 3.80 0.07 17.9 1. 35 6.3 1. 35、 14.09 65.1 1,109 28.65 
4.97 4.48 0.49 10.4 4.30 9.0 4.30 33.54 69.9 750 {l0.59 
15.37 9.48 5.89 16.4 12.59 13.4 7.87 55.95 59.6 753 40.70 
11.93 6.43 5.50 17.5 20. 74 30.'4 20.74 28.91 42.4 1,288 38.68 
29.28 18.17 11.11 23.8 24.79 20.1 21. 79 59.27 48.1 1,166 134.42 
20.84 12.23 8.61 23.0 15.62 17.2 6.15 44.91 49.6 1,115 80.51 
5.64 3.84 1. 80 19.5 3.34 11.5 3.34 16.55 57.2 1,094 25.55 
3.61 1.57 2.04 12.1 7.00 23.4 7.00 18.17 60.9 922 24.56 
232. 151143. sa¥ c: 醤）¥ 2. 5 199. 16 I 19. a ¥温：t闊謳：島 48.8 ¥ 1. 1901897. o
が，明らかに計算ミスと思われる合計には，計算した数値を（ ）に入れた。
2,911.64万元と比較すると，その3.1彩に過ぎない。農業総支出合計36.56万元
は工業総支出合計1,880.82万元の1.9彩，農業純収入合計54.67万元は工業純収
入1,030.82万元の 5.3彩に過ぎない。このように集団経済としての農業の地位
は下落していることが窺える。ところが，純収入54.67万元のうち農業税とし
て42.22万元が費やされ，これは全体の77.2彩を占めており，集団経済におけ
る農業税の割合が高い。次に公積金と公益金に11.08万元(20.3彩）が費やされて
いる。これら農業税と公積金・公益金の集団留保金頃硝提留金）は農民が国家や
村へ支払ったものであり，第34表のような別会計に計J:.•されているだけである。
一方，個別農家の農業経営を見たのが第36表である。耕地分配対象農家は
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第36表 1986年度青村郷各村農業経営収益分配状況（請負いと自営）
（単位：万元）
X 分配農家 総 総 純 収 入 贔旦戸人労 収 支 ' 税 農民所得働 計 金額 入た1人（り元収当） 数ロカ 入 出 金
朱店 631 1,594 1,169 97.77 51. 48 46.20 46.29 258 0.26 
鐘家 473 1,329 811 79.42 28.59 50.83 0.02 50.81 382 2.80 
挑家 623 1,765 1,134 182.45 104.58 77.87 77.87 441 10.33 
朱橋 401 1. 412 957 52.45 20.47 31. 98 31. 98 226 2.25 
子庄 432 1. 319 835 100.51 42.17 58.34 58.34 442 1.00 
方灯 320 1. 136 675 56.52 22.92 33.60 33.60 324 1. 50 
岳和 300 1,053 694 77.53 3. 79 43.74 43.74 415 3.75 
陶宅 ・425 1,243 808 91. 42 37.89 53.53 53.53 431 0.40 
王家 608 1,791 1,156 、143.44 59.03 84.41 84.41 471 3.00 
民安 569 1,663 1,134 94.67 34.22 60.40 60.40 363 3.80 
呉家 374 1,146 754 63.09 28.52 34.57 34.57 301 2.55 
唐家 632 1,789 1,125 96.60 35.95 60.65 60.65 339 0.75 
北港 922 2,579 1,668 130.44 64.,61 65.83 65.83 255 1. 88 
李客 819 2,344 1,451 110.60 48.44 62.11 62.11 387 4.50 
合計 17,529122, 163114, 371 1. 376. 861612_. 71 1764. 151 0. 021764. 131 345138. 77 
出所）前掲「青村郷総公司1986年度資料瀧編』 p.29。
7,529戸あり，人口は 2万2,163人，労働力は 1万4,371人で， 1戸当たりの人
口は約 3人，労働力は 2人になる。農業の総収入合計は1,376.86万元で，総支
出合計が612.71万元，純収入合計が764.15万元である。これを第35表の工業の
それぞれの数値と比較してみ・ると，その割合はそれぞれ47.3%,32.6%, 74.1 
％となり，総収入では工業の半分足らずで，支出はかなり少なく，その結果純
収入は 7割以上を占めている。これは農業が工業に比較して有機的構成が低
く，生産に対する投資が少ないからである。すなわち，工業では総収入に対す
る総支出の割合が64.6%も占めているにもかかわらず，農業では44.5%しかな
い。そして，純収入の全ては農民所得となっ、ている。これを農家 1人当たりに
換算すると，平均 345元の収入となっている。
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次に，唐家村の農業生産収支状況を第37表から見てみよう。表には農業総収
入と農業総支出・粗収入が1957年から1987年まで掲載されている。農業総支出
には種子，肥料（自家肥料・購入肥料），農薬，機械耕転費，灌漑費，修理・雑支
出，その他がある。各項目の中で肥料費と農薬費が比較的大きな額を占めてい．
るので， 彩を付した。 まず， 農業総収入を見ると， 大躍進政策失敗後の調整
期の1963年頃から徐々に増加していることが窺える。文革期の 1969年に 38.44
万元とこれまでの最高額に達し，比較的安定して推移している。路線の転換が
見られる 1978年と 1979年には45.17万元と 48.59万元に達した。この数値の上
昇には国家の食糧買付け価格が引き上げられたことも影響している。 1980年は
凶作で生産量が減少し，総収入も減少している。その後，毎年徐々に回復し，
1987年には84.73万元と史上最高となっている。農業総支出を見ると必ずしも
総収入とは連動していない。総収入に対する総支出の割合を見ると， 1957年と
1958年は労働力投資が行われた時期であるため18.8彩， 18.4形と少なく，その
後徐々に増加し， 1963年には31.6形にまで増加する。 1960年代後半は30%前後
を推移し， 1970年代の文革期は30彩台となっている。「農業は大塞に学べ」運
動により三級所有制から二級所有制へ移行し，耕作隊が形成された 1976年と
1977年には39.7彩， 38.9形と増大した。 1978年と 1979年は絶対額では減少し
ていないが，総収入が増加したため総支出の割合はかなり減少した。逆に1980
年は総収入が落ち込んだため総支出の割合は増加した。 1981年以降は徐々に割
合が減少しており，農業に対する投資の伸びの低いことが窺える。
粗収入は金額においても割合においても1984年以降急増しており，これは総
収入の絶対額が大きくなったためと，総支出の割合が減少したためである。
総支出の中で最も変化の大きいのは肥料と農薬である。肥料はどの年度も総
支出に占める割合が50%を超えているが，自家肥料は1957年と1958年にそれぞ
れ37.5彩， 37.1%を占めていたが，それ以降は徐々に減少し， 1985年には最低
の14.8%まで減少した。逆に購入肥料は当初は少ないが徐々に増加し， 1969年
以降は 30%台の水準を維持している。農薬の割合は 1973年から 1976年までは
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第31表唐家村農業生産
~ ！ 農 業計 種 自家肥料彩 金額 I、子 彩
1957 19.80 3.73 18.8 1. 31 1.40 37.5 
1958 19.00 3.50 18.4 1. 30 1. 30 37.1 
1959 18.01 4.08' 22.7 1. 32 1.09 26.7 
1960 19.09 3.97 20.8 0.96 1.25 31. 5 
・1961 18.52 3.88 21. 0 0.80 1. 23 31. 7 
1962 19.13 4.32 22.6、 0.97 1. 25 28.9 
1963 23.10 7.31 31. 6 1.40 1. 60 21. 9 
1964 '29.88 7.45 24.9 1.43 1. 65 22.1 
1965 30.24 8.07 26.7 1.45 1. 67 20.7 
1966 31. 02 9.38 30.2 1. 47 2.98 31. 8 
1967 34.66 9.26 26.7 1.45 2.85 30.8 
1968 34.75 9.42、 27.1 1. 46 2.91 30.9 
1969 38.44 10.94 28.5 1.40 1. 91 17.5 
1970 31. 38 10.29 32.8 1. 38 i.os 20.2 
1971 31.60 11.19 35.4 1.40 2.20 19.7 
1972 33.89 1. 04 32.6 1.40 2.01 18.2 
1973 31. 69 11.72 37.0 1. 99 2.19 18.7 
1974 35.66 12.34 34.6 ・2.10 2.32 18.8 
1975 35.08 1. 83 33:7 1.83 2.38 20.1 
1976 28.90 11.48 39.7 1. 65 2.~3 21. 2 
1977 27.94 10.88 38.9 1.54 2.18 20.0 
'1978 45.17 10.89 24.1 1. 58 2.56 23.5 
1979 48.59 10.95 22.5 1. 67 2.85 26.0 
1980 26.65 13.61 51.1 1. 34 2.32 17.0 
1981 32.22 11.48 35.6 1.42 2.20 ・19.2 
1982 37.83 9.42 24.9 1.19 2.23 23.7 
1983 33.85 9.29 27.4 1.07 2.32 25.0 
1984 55.01 13.83 25.1 1. 74 3.01 21. 8 
1985 45.79 9.77 21. 3 1. 60 1.45 14.8 
1986 52.23 14.26 27.3 2.60 3.05 21. 4 
1987 84.73 20.14 23.8 2.68 3.50 17.4 
出所）村より提供された・資料に基づき作成。
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収支状況の推移（単位：万元）
総 支 出
購入肥料 農 薬 j ＇ 金額 I 金額 I％ 96 0.70 18.8 0.22 5.9 0.60 17.1 0.17 4.9 1. 02 25.0 0.18 4.4 
0.69 17.4 0.20 5.0 0.23 
1.12 28.9 0.17 4.4 0.22 
0.70 16.2 0.21 4.9 0.25 
?.50 34.2 0.50 6.9 0.31 
2.50 33.6 0.53 7.1 0.38 
2.54 31. 5 0.56 6.9 0.47 ・0.40 
2.50 26.7 0.51 5.4 0.79 0.42 
2.44 26.3 0.4S 4.9 0.75 0.35 
2.46 2a-.1 0.47 5.0 0.77 0.36 
3.-80 34.7 0.70 6.4 0.76 0.34 
3.09 30.0 0.87 8.5 0.80 0.76 
4.07 36.4 0.85 7.6 0.78 0.60 
4.03 36.5 0.75 6.8 0.86 0.54 
胃
0.10 
0.13 
0.21 
0.24 
0.22 
0.81 
0.90 
0.96 
0.98 
0.71 
0.58 
0.59 
1.18 
1. 31 
1. 20 
1. 20 
3.49 29.8 1. 50 12.8 0.27 0.48 , 0.68 
4.58 37.1 l. 48 12.0 0.31 0.47 0.12 
4.24 35.8 1. 38 11.7 0.30 0.51 〇.27
3:98 34.7 1. 32 11.5 0.28 0.55 0.38 
3.37 、31.0 0.85 7.8 0.35 0.43 0.18 
3.74 34.3 0.81 7.4 0.68 0.29 0.22 
4.21 38.4 0.87 7.9 0.77 0.15 0.24 
5.37 39.5 0.65 4.8 0. 71 0.09 0.75 
4.13 , 35.7 0.84 7.3 0.86 0.56 1. 22 
3.19 33.9 0.93 9.9 0.59 0.05 1.04 
2.85 30.7 0.83 8.9 0.53 0.44 0.93 
4.64 ・33.6 1. 36 9.8 0.86 0. 71 1. 51 
3.75 38.4・ 0.80 8.2 0.67 0.30 0.20 
. ．4.40 ． 30.9 1. 28 9.0 0.82 0.67 1.44 
7.14 35.5 2.07 10.3 1. 33 . 1.09 2.33 
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16.07 
15.50 
0.26 13.93 
0.40 15.12 
0.12 14.64 
0.13 14.81 
0.10 15.79 
22.43 
22.17 
21. 64 
0.39 25.40 
0.40 25.33 
0.85 27.50 
21. 09・ 
0.09 20.41 
0.25 22.85 
1.12 19.97 
0.96 23.32 
0.92 23.25 
0.89 17.42 
1. 98 17.06 
1.01 34.28 
0.19 37.64 
2.38 13.04 
0.25 20.~4 
0.20 28.41 
0.32 24.56 
41.18 
1.00 36.02 
37.97 
64.59 
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10%台と高く， 1980年に4.8%まで落ちるが， その後は徐々に高くなり， 1987
年には再び10%台にまで達した。
このように農業に対する投資（総支出）が総収入の伸びに比例して増加してい
ないのは，村幹部や農民の農業に対する軽視の現れであり，かれらの偽らざる
本音が出ている。農業投資の伸び悩みは農業生産の伸び悩みとなっているが，
これに対して国務院は農業生産の足腰を強化し，食糧生産の安定増加を保証し
ようと， 1986年から「食糧生産発展専項資金」を設け，郷鎮企業からの増加し
た税金の一部をこれに当てることにした120)。第19表と第35表の上納専項基金
の「以エ補農」（工業で農業を補う）はこれに当たるものと考えられる。 1986年度
は郷営企業からは46.29万元，村営企業全体で51.89万元が投資されている。唐
家村では 5.33万元が投資され，これは1986年の農業総支出 14.26万元の37.4%
にも相当する額である。その他にも養豚に対する飼料差額補助が郷では 16.26
万元，各村合計では 16.36万元が支出されており， 上海近郊の本地方において
農業生産は工業からの多くの補助に基づいて成り立っていることが窺える。
・XII. 農村財政と農村建設
郷政府の財政は郷営企業からの上納金，すなわち各郷営企業からの事業収入
と県政府からの交付金によって運営されている。この点は第19表で少し触れ
た。村財政においても上級からの各種の財政補助は存在するが，その金額は僅
かであり，村財政の中心は農民から徴収する集団留保金，すなわち公益金・公
積金・管理費という「二金一費」に負っている。ところが，生産責任制が実施
された後は，第16表に見られたように生産隊が集めた集団留保金はそのまま生
産隊で使用され，村（生産大隊）へ上納される額は僅かとなった。ところが，近
年農村工業が発展し，村営企業からの利潤が村民委員会に上納され，村財政に
大きな意味を持つようになった。すなわち，村営企業が発展すればするほど，
120) 「中国農業年鑑1987』1987年， P._424~425。
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村財政が豊かになり， その結果村の経済建設は進展し，社会福祉政策も充実
し，社会主義としての集団経済は強化される。青村郷各村営企業からの上納金
については第35表で，唐家村営企業からの上納金については第23表で触れたよ
うに，特に近年は村財政の多くを村営企業からの上納金に負っており，村幹部
が村営企業に力を入れる理由がよく理解出来る。
さて，入手した唐家村の1984年度~1987年度の財政収支資料から第37表の唐
家村財政状況を作成した121)0 
まず収入を見ると， igs婢三度の収入は 12万24元あり， 1985年度は 22万5,473
元， 1986年度は21万7,046元， 1987年度は 11万3,373.35元と，年度により大き
く異なり，財政収入の一般的傾向は見られない。収入の内訳は1984年度の企業
上納収入が9万4,200元と最も多く，全体の78.5%を占めている。ところが，
1985年度に 8万2,365元(36.5%), 1986年度6万8,000元(31.3%), 1987年度3万
1,120元(27.4彩）と，年を経るにしたがって急減・している。企業上納収入にその
他の事業収入を加えてもこの傾向に変化はない。これは既述したように村営企
業の成長が鈍り，利潤が少なくなっているからである。その他の事業収入は，
1984年度が 1万328元 (8.6彩）， 1985年度 1万2,790元 (5.7彩）， 1986年度2万
2,141元(10.2彩），1987年度 3万元(26.5彩）と，毎年増大している。1985年度の大隊
収入とは他から入る予定であった金が1985年度に入ったものである。 i987年度
の愛護村隊は村で喧嘩等があった時に調停費(1回20元）を徴収した収入である。
これらの収入以外に郷政府からの補助があり，年度によりその金額は異なる
が， 1985年度は 2万元 (8.9彩）， 1986年度は 5万7,583元 (26.5彩）， 1987年度は
1万7,282元(15.2彩）である。 1987年度の教育・衛生費補助は保育園9の食堂建設
のための援助であり，農業公司からの補助は農エー体化の名目で倉庫を建設す
るための資金援助，郷政府補助は村会計の本棚を購入するための援助であり，農
業公司からの補助と道路建設計画補助は「以工補農」に当たるとの応答があっ
121)各年度の収入・支出項目は統一されておらず， 1986年度の項目が最も整理した形で
提供されたので，他の年度の収支を 1986年度の項目に再整理をおこなった。これが
第38表である。
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第38表 1984年~1987年
収 入
収 入 項 目
1984年 I1985年 I1986年 I1987年
1. 企業上納収入 94,200 82,365 68,000 31,120 
2. その他の事業収入 10, 3邸 12,790 22,141 30,000 
① 養魚池 2,630.76 
③ 愛護村隊 135 
③ 育苗廠 1,711 6,067 15,971.67 
'④ 精米廠 4,340 7,093 7,592 11,262.57 
⑥ 機動船による運送収入 5,654 3,986 2,700 
⑥ 製粉廠 319 
⑦ 豆腐店 15 
⑧ 大隊収入 4,982 
⑨ その他 800 
3. 郷政府からの補助 20,000 57,583 17,282 
① 教育・衛生費補助 30,000 8,000 
② 農業公司からの補助 23,000 2,675 
⑧ 郷政府補助 500 
④ 道路建設計画補助 4,583 6,107 
4. 以工補農 27,500 15,383.46 
5. 価格変動・減価償却収入 6,710 500 31,250 
6. 流動資金上の収入 65,677 
7. その他の収入 8,786 44,141 10,572 19,587.89 
① 計画生育 55 
R 銀行利息 60.89 
③ 軍人家族平衡収入 772 
．④ その他 18,700 
ムロ 計 I 120.024 I 225.4731 217,0461113.373:35 
た。正式の「以工補農」は1986年度が 2万7,500元(12.7形）で， 1987年度は 1万
5,383.46元であった。これは村営企業が郷政府に対し村営企業に働く労働者 1
人につき農業補助 180元，副業補助 48元の割で上納した「以工補農」のうち，
60%を再び村に返還されたものである。価格変動・減価償却収入とは建築物の
売却費や農船等の減価償却費である。 1987年度のその他の収入にある計画生育
55元は計画生育補助金の残りである。また，軍人家族平衡収入とは青村郷内の
各村から解放軍に入隊する人数が異なり不平等なので，入隊者の少ない村が入
66 
中国農村の伝統と変革（結）（石田）
唐家村財政状況（単位：元）
支出項目
支出
''' 
1. 農業支援支出 1,401 61,789 159,324 
① ポンプステーション 663 2,179 7,615 
R 道路・橋梁 738 307 9,971 
③ 育苗廠建設費 105,151 
④ 中型トラクター購入 17,799 
⑥ 育苗パレット 4,000 
⑥ 水費 5,049 
R 農機間 400 
⑧ 電器鉄条網 8,620 
⑨ 農業機械
⑩ 生産補助費
⑪ 新技術補助費
⑫ 農田灌排費
⑬ 奨励支出 719 
⑭ 専門項目支出 59,303 
2. 社会福祉支出 27,454 22,264 50,501 
① 烈軍属補助 593 5,721 2,920 
② 五保戸補助 172 306 455 
⑧ 困難戸補助 215 550 
④ 合作医療 3,511 817 3, 145-
⑥ 養老金 4,145 5,807 13,468 
⑥ 住宅建設補助 1,540 693 12,305 
⑦ 一人っ子政策費 7,107 7,315 6,723 
⑧ 養魚池 4,433 
⑨ 煉瓦購入補助 4,725 
⑩ 食堂建設・家屋建設 776 1,777 
⑪ 装泥人員生活補助
⑫ 放映費 821 
⑬ 電線敷設費 1,832 
⑭ 村民小組援助 3,566 
⑮ 雑貨店（代鎖店） ． 1,074 
⑮ 橋建設費 497 
⑰ヽ その他 1,605 
3. 文教支出 4,433 1,299 23,697 
① 計画生育 2,675 
629 
46,066.69 
949.62 
36,996.59 
595.29 
1,022.40 
987.44 
168.16 
5,347.19 
10,784.44 
390.80 
133.99 
275 
2,226 
5,045.79 
1. 200 
30 
1. 482. 86 
1,177.38 
392.56 
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目
1984年 11985年 11986年I1987年
③ 校舎建設 19,829 
'③ 幼稚園・託児所 110 691 613 431.11 
④ 衛生 1,669 102 580 35.3.71、
⑥ 業余教育 502 
⑥ まき貝の撲滅費 2,152 
4. 事業単位支出 36,287 27,866 29,344 24,825.35 
①'電気代 1,859 2,705 . 144. 51 
R 大隊部門費 9,287 12,518 9,267.52 
⑧ 電工組費 707 6,172 870.72 
④ 精米廠 611 1,986 . 4,833 1,021.92 
⑥ 共青団支部・民兵費 325 84 1,482.08 
⑥ 運輸船費 . 3,032 
R 放送機材費 2,768.47 
• ⑧ 農機隊 5,927 4,346 
⑨ 育苗廠 18,656 4,940 8,859.03 
⑩ 配電間 2,834 
5. 行政管理部門支出 41,668 54,415 51,378 25,581.77 
① 事務費 642 408.77 
② 労働報酬 41,026 54,269 48,592 25,173 
⑧ その他 146 2,786 
6. 政経費支出 .48,887 
7. その他の支出 8,717 9,021 1,,154 (200) 
8: 繰り越し（赤字） 1,689 -67 -99, 000 - 802.82 
支出項
? ?
合,計 I120. 0441 225. 473、I216. 3981113. 373. 35 
出所）村から提供された資料により作成。
① 提供された資料の収支報告項目は統一されておらず，年度により様々である
ため筆者が上記のような項目に整理した。 ・
R 1984年の収入合計は120,044元とあったが，合計すると120,024元となった。
⑧ 1986年の収入合計は217,000元とあったが，合計すると217,046元である。
④ 1986年の支出合計は217,000元とあったが，合計すると216,398元である。
⑥ 1987年の支出を合計すると支出合計より丁度200元不足するので，その他の
支出に(200)を入れた。
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隊者の多い村に負担金を支払うといったものである。
支出は1984年度が繰越金1,689元を差し引いた11万8,355元で， 1985年度は赤
字67元含む22万5,540元になる。 1986年度は赤字9万9,000元を含む31万5,398
元と前年度の1.4倍の財政支出があり， 1987年度は802.82元の赤字を含む11万
4,176.17元と前年度に比較してかなりの緊縮財政となった。支出の内訳は農業
支援支出が1984年度に 1,401元(1.2彩）， 1985年度6万1,789元(27.4彩）， 1986年
度 15万9,324元(50.5彩）， 1987年度46,066.69万元(40.3彩）と， 1985年以降から
急増している。これは農業の曲がり角に際して農業投資を行い， 農業の立て
直しを計ろうとするものである。 1986年度は育苗廠建設のために 10万5,151元
(33.3彩）の多額を支出しているが， これは生産責任制の導入により農業経営が
個別化され，家族労働力の多くが非農業部門で働くため，農業の就業時間が短
くなり，村で育苗を請け負うための施設建設費である122)0農業支援支出に1987
年度は機口（ボンプ・ステーション）と農田灌排費の両項目があったので，そのま
ま記載した。農田灌排費は電気代や水路の修理費（セメント・木材費）である。
社会福祉支出は1984年度2万7,454元， 1985年度2万2,264元， 1986年度5万
・501元， 1987年度は 1万784.44元である。烈軍属補助は 1986年度で見ると，烈
士家族に対して640元，軍人家族に600元の補助を出している。この金額は毎年
決まっているのではない。 1986年度は延べ 6人に2,920元を補助している。
1987年の軍人家族は 2人で， 390.8元を支出｀ しており， 1986年度の規定は全く
有効ではないようである。 1~87年度の五保戸は 1 戸；困難戸は 4戸あり，補助
金の規定はない。 1986年までは一人っ子政策費があり，これは一人っ子に対し
て0歳~16歳まで毎月 5元の補助金を与えるものであるが， 1987年度は財政難
のためかその項目はない。養老金も1984年度から1986年度までは徐々に増加し
122)育苗廠は県政府補助2万元， 郷政府補助6万元， 村6万元の計14万元が投資され，
1985年設立された。工場の建物は2万元を投資じて， 1984年に建設されたが, 1986 
年6月に青渓総合五金廠に提供された。 2万元で放水やコンベヤー等の機器を購入
し， 6万元を投資して， 育苗パレット（秩盆）とビニール・シート（秩称）を大量
に購入した。それで約10万元が計上されている。現在の育苗廠は村公所の 1階にあ
り， 1986年9月に起工し， 1987年3月に完成した。
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第39表 1986年度青村郷
~ 五保戸補助費 困難戸補助費 烈軍属補助費 養戸金額 戸金 額 戸 金 額 人数計日叶組 数計 l郷 l村 数 計 1郷 1・村 数
朱 店 10 ,1, 500 1,500 6 3,200 3,200 134 
鐘 家 1 100 ・100 4 2,300 2,300 94 
挑 家 1 100 100 9 1,000 1,000 4 2,300 2,300 147 
朱 橋 2 400 400 6 300 3qo 3 1,800 1,800 115 
子 庄 ， 600 600 4 2,300 2,300 124 
方 灯『 15 1,000 1,000 4 2,400 2,400 82 
岳 和 1 100 100 2 1,300 1,300 70 
陶 宅 9 1,100 1,100 6 3,000 3,000 109 
王 家 3 1,700 1,700 132 
民｀ 安 2 200 200 5 3,000 3,000 122 
呉．家 4 200 200 3 1,700 1,700 101 
唐 家 1 400 400 7 500 500 6 2,900 2,900 167 
北 港 2 700 700 5 3,100 3,100 191 
李 客 3 200 200 5 2,800 2,800 179 
青村郷 25 400 400 3 800 800 
ムロ 計 I511, oool gooJ 1001 10211, sool 4ool 7, 4001 63 134, 6001 sool33, sool 1. 767 
出所）前掲「青村郷総公司1986年度資料濯綱」 p.31。
ているが， 1987年度はその項目はなく，その他の1,482,86元の中に養老金が入
つているとのことである。村幹部の応答では， 養老金制度は 1984年より始め
られ， 1987年度より実施された郷政府の規定では， 65歳以上の老人に対して，
毎月 10元，年間 120元を支払うことになっている。そのうち郷政府が80元，
村力＾ゞ 40元を負担しているが，唐家村ではこれ以外に村が独自に 60元を補助し
ている。また， また， 郷政府の規定では， 生産隊長以上の正職幹部には経験
年数に応じて特別補助金を加算している。これは10年を最高限度として 1年に
つき 3元を加算している。ところが，現在の養老金制度は非常に複雑であり，
3種類に大別できる。①一般の農民の場合， 上記の規定に従って 65歳以上に
なると養老金が支払われる。③村営企業に働く農民は男女とも55歳で退職し，
65歳までは村営企業が 180元を負担し， 65歳に達すると①の規定が適用され
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各村の社会福祉費支出状況（単位：元）
老 金 合作医療費 計画生育費
金 額 金 額 金 額
計 l郷 l村
計
郷 i村 I組 計 郷 l村［組
17,200 8,800 8,400 7,000 2,100 4,900 7,200 7,200 
11,300 4,300 7,000 100 100 2,400 2,400 
19,100 9,600 9,500 5,100 2,600 2,500 8,700 8,500 200 
14,100 7,200 6,900 ~.800 3,800 4,200 4,200 
16,800 8,800 8,000 1,300 1,300 4,600 4,600 
9,600 6,400 3,200 5,100 5,000 100 5,000 5,000 
4,200 4,200 5,600 3,700 1,900 2,000 2,000 
13,100 8,700 4,400 2,900 2,000 900 6,200 5,900 300 
17,300 8,700 8,600 11,100 11,100 100 100 
14,600 7,700 6,900 4,600 1,300 3,300 6,600 6,600 
12,100 6,100 6,000 1,000 600 400 4,700 4,700 
21,900 ・11,700 10,200 2,400 2,400 8,100 8,100 
34,100 14,300 19,800 10,100 10,100 5,600 5,600 
22,200 14,400 7,800 8,000 5,200 2,800 21,000 19,500 1,500 
70,000 70,000 800 800 
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敬老院費
老 金
袋 額
400 
200 
1,400 
200 
800 
200 
600 
1215, 700 
221. 6001116, 1001110, 9001138, 100110. 000135, 100133, 000187, 2001 800184, 30012, 1001 12lrn, 500 
る。 1989年現在，このような農民は 147人である。③郷営企業に働く農民であ
る。郷営企業では男60歳，女55歳で退職し，その時から死ぬまで郷営企業が養
老金を負担する。ここに農民が郷鎮企業で働くことを希望する大きな理由があ
る。しかし，退職年齢に達しないうちに中途辞職した者には郷鎮企業からの養
老金の支給はない。また，上記の規定は 1990年以後に大幅に改変されるとの
ことである。住宅建設補助は農民が家屋を新築する場合に補助金を出している
もので， 1986年度はこれ以外に煉瓦購入補助金をも出している。これは煉瓦を
購入する場合，平価（公定価格）で賭入出来ない場合には議価（協鏃価格）との差
額を補助するものである。
別の資料から郷村財政の社会福祉政策を見てみよう。第39表は1986年度の社
会福祉方面の財政支出である。第39表には， ①五保戸補助費， ②困難戸補助
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費③烈軍属補助費，④養老金，⑥合作医療費，⑥計画生育費，⑦敬老院費の
7項目がある。
まず， ①五保戸補助費について見ると，五保戸は青村郷に計5戸あるのみ
で，補助金額は村によって異なり， 挑家村と岳和村は 1戸につき 100元，朱橋
村は200元， 唐家村は_400元を負担していることになる。前出の第38表では，
唐家村の五保戸補助費は455元である。③困難戸補助費は困難戸102戸に対して
7,800元を支出している。 1戸当たりにつき約76元であるが， これも村によっ
て異なる。最高は北港村の 350元であり，最低は郷政府の 16元である。第38表
の1986年度唐家村財政支出には困難戸補助費が550元とあり，第39表では500元
である。③烈軍属補助費は 63戸に対して 3万4,600元を支出しており， 1戸当
たりにつき約550元となる。唐家村は 6戸につき 2,900元を支出しており，第
38表では2,920元となっている。④養老金は 1,767人に22万7,600元を支出し，
1人当たり約130元となる。唐家村は167人の老人に対して郷からの補助が 1万
1,700元と村の補助 1万200元，計2万1,900元が支出されている。既述の規定
は1987.年度より開始されているので，当然計算が合わない。⑥合作医療費は全
郷で13万8,100元が費やされ，全郷人口 2万3,529人で割ると・1人当たりの合作
医療費は年間僅か約 6元となる。唐家村では村から 600元，村民小組から 400
元の計 1,000元を支出しており， これは第38表の数値 3,145元と大きく異な
る。⑥計画生育費は全郷で8万7,200元で，郷の負担は僅か800元であり，その
多くは各村の負担のもとにある。唐家村は8,100元を負担しているが，これは
第38表の一人つ子政策費6,723元と計画生育費2,675元を合計したものと思われ
る。第38表の計画生育費は一般には避妊器具や避妊薬の無償供与，避妊手術費
等に支出されるのであるが，村会計の応答では出産のため働けない婦人の賃金
補助費であった。⑦敬老院は郷にあり，僅か12人の身寄りのない老人が入って
いる。その負担金は 1万9,500元である。この金額の中には敬老院職員の手当
ても含まれていると考えられる123)。
123)筆者調査した安徽省鳳陽県では敬老院費の中に職員の手当てが含まれていた。拙稿
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文教支出はどの年度もお粗末である。教育投資が国家の直接投資により運営
されているのであれば問題はないが， 1986年度に村財政から校舎建設のため 2
万3,697元が支出されていることを考えれば， 十全に行われているとは決して
言えない。 198舷F度のまき貝の撲滅費とは住血吸虫に対する駆除費である。事
業単位支出とは村の各種事業に対する投資である。行政管理部門支出の労働報
酬とは村幹部や村民小組幹部，第14表に見られた職員の手当てである。
以上，唐家村の財政収支状況を見てきた。収入面では村営企業の上納金が毎
年減少し，特に1987年度は1986年度の半分以下であった。これは第23表に見ら
れたように企業経営が最近悪くなっているからである。その他の事業収入は年
度を経るにしたがって増加しているが，これを合計しても1987年度の収入は大
幅に減少している。一方，支出については1986年は大幅な財政赤字で，これは
育苗廠建設が負担となったからである。 しかし，翌年の 1987年度は緊縮財政
で，その緻寄せは社会福祉支出や文教支出，行政管理部門の労働報酬に及んで
いる。特に，社会福祉支出は最も社会主義として意味を持った支出であるが，
各項目の金額が年度により大きく異なることは，一貫した政策が実施出来てい
ないことを意味しており，集団経済にとってマイナスである。しかも，資料に
．よりその内容が異なっているのも不思議である。
XII. 農民の社会生活の変化
1. 農家収入の変化と農家生活の変化
前出の第28表に唐家村の 1人当たり平均収入の推移がある。この 1人当たり
収入というのは村の全人口で割ったもので，労働力当たりではなぃ。この表よ
り1人当たり収入の推移を見ると， 1957年は89元であり， 1963年まで少し変化
「中国の郷村財政と農村建設一~ 『中国研究月報」第42
巻第5号， 1933年を参照されたい。 1989年度現在， 唐家村の2人の老人（女性）が
敬老院に入っている。
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第40表 1986年度青村郷各村の
生 生産隊農業従事社員分配 村
産 男正労働力 女正労働力 男正
大 最 •最 平 最 -1最 平 上位5名平均
隊 高 般 低 均 高 般低 均 元 1奨金
総平均I1. 0631 8761 100 I 880 I 8681 7421 4841 6981 1, 5051 425 
朱店 1,000 900 700 867 900 800 650 783 1. 662 580 
鐘家 1,027 914 741 894 920 840 630 7!}3 1,517 617 
挑家 838 814 743 798 765 714 280 586 1,260 360 
｀朱橋 900 860 820 860 884 840 780 833 1,200 300 
子庄 1,091 955 883 976 892 813 450 718 1,850 400 
方灯 2,000 800 200 1,600 1,000 600 200 600 1,450 600 
缶和 1,017 939 862 939 930 820 580 777 1,057 157 
陶宅 1,100 900 700 900 800 700 600 700 816 、 16
王家 850 540 380 586 730 470 250 483 1,070 170 
民安 979 915 868 920 880 820 500 733 2,016 871 
呉家 ・1,019 913 721 884 850 765 606 740 2,029 301 
唐家 1,111 980 816 969 890 756 520 722 1,610 410 
北港 960 941 698 . 866 850 800 350 667 1. 768 568 
李客 99Q 896 680 833 860 650 387 632 1,800 600 
出所） 「青村郷，．総公司1986年度資料瀧編」 1987年3月， p.31より作成？
本統計資料は1986年12月末の数値である。
があるものの大差はない。 1964年以降から徐々に増加しはじめ， 1975年に 259
元まで増加し，その後200元前後を変動し， 1982年から確実に増加傾向にある。
1986年に最高の912元に達し， 1987年は789元と幾分減少した。この数値の変動
を見ていると， 1980年以降の収入の増加は郷鎮企業の発展と相関しており，こ
れに負っている。特に最近は， 1980年代初期の万元戸や専業戸・重点戸のこと
が大きく取り上げられた頃とは異なり，近年の農村経済の変化，すなわち農業
から非農業への労働力の移動や非農業生産額の増加，非農業収入の増加が問題
にされるようになった。
この点を第40表で考察してみよう。・ まず，青村郷各村の労働力 1人当たり平
均収入を見ると，村営企業労働者の収入の方が農業従事者の収入より多いこと
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1 人当たり所得水準
営 企 業 分 配 村四職幹部手当て
労働力 女正労働力 人 分配金額
最高水準 上位3名平均 最高水準 1人当
元 I奨金 元 i奨金 元.I奨金 数 元 平た 均り
537 
村副職幹部手当て．
人 分配金額
1人当
数 元 平た 均り
1, 9391 62611,2141 27811,3721 368159184,03111,424179193~14811,179 
1,826 680 1,496 453 1,740 643 4 6,400 1,675 6 7,797 1,300 
1,600 700 1,130 430 1,250 350 4 5,338 1,334 3 3,204 1,068 
1,430 430 1,110 250 1,270 370 7 7,082 1,012 6 5,041 840 
1,400 400 1,100 250 1,300 350 5 6,106 1,410 6 7,374 1,229 
2,100 460 134 200 1,500 300 4 5,748 1,437 6 7,524 1,254 
2,000 1,000 1,400 600 1,600 800 4 7,640 1,910 6 9,284 1,547 
1,253 353 946 121 1,096 271 4 5,200 1 300 3 3,600 1,200 
1,238 300 760 -766 4 3,596 899 15 1,187 791 
3,800 1,000 950 150 983 283 4 4,954 1,238 5 5,395 1,079 
2,064 860 1,574 522 1,719 697 4 7,708 1,927 5 6,909 1,381 
2,509 350 711 280 2,000 300 4 7,509 1,877 4 6,620 1,655 
2,020 820 1,050 150 1,100 200 4 6,660 1,665 3 4,690 1,563 
1,853 603 1,285 285 1,395 295 4 5,721 1,430 6 7,621 1,270 
2,004 804 1,200 200 1,487 287 3 4,269 1,423 5 6,218 1,244 
が分かる。まず，男子農業従事者の総平均の最高収入は 1,063元，一般は 876
元，最低700元，平均が880元である。これを村落別に見ると，最高は方灯村の
2,000元から挑家村の838元まで，一般では唐家村の980元から方灯村の800元，
最低では子庄村の 883元から方灯村200元，平均では方灯村の 1,600元から王家
村の 586元と，村落間においてかなりの差がある。同様に，女子農業従事者を
見ると，総平均の最高は868元，一般が742元，最低484元，平均698元と，男子
の7~8割の収入である。村落別では最高が方灯村の1,000元から王家村の730
元，一般は鐘家村と朱橋村の 840元から王家村の 470元，最低は朱橋村の780元
から方灯村の200元，平均では朱橋村の 833元から王家村の 483元と，その格差
は男女の格差よりも大きい。
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第41表 19 8 7年度農家
???（?）
??????
?
〗＼唱ー
234567891011
???
??
???ー?>>
•
232222222
1・ 
経営面積（畝）
I 
責任田
計． 面汀五―I口糧田自留地
???????????
?????????
1. 75 
0.78 
2.49 
0.66 
2.03 
1.14 
1. 71 
0.27 
0 . 11 
0.16 
1. 07 
0.42 
0.77 
L26 
0.39 
0.41 
0.06 
4.91 
2.1 
3.64 
1. 79 
2.40 
1. 95 
2.92 
1. 53 
1. 62 
1. 60 
0.18 
0.16 
〇.40
0.17 
0.10 
0.17 
?
〕 ? ? ー
??????
農総
収公
業入さ
I 
8,558 
1,140 
593 
687 
1,019 
1,043 
1,193 
1,498 
1,221 
795 
779 
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
?
?
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
?
総
?
出（元）
生産費
肥料 1農薬 1冒贄 1灌漑 1雑支出
1,140 192 228 288 382 
115 27 31 42 42 
59 15 . 16 22 22 
70 17 17 26 26 
103 26 28 36 36 
104 26 28 38 38 
120 30 32・. 42 42 
146 36 39 52 52 
107 27 29 38 38 
79 20 21 . 28 28 
63 60 26 36 36 
出所）村より提供された資料に基づき作成。
・村営企業労働者の収入を見ると，男子総平均の最高水準は給料と奨金（ボーナ
ス）で2,565元であり，これは男子農業従事者の最高1,063元と比較すると約2.4
倍にもなる。上位 5名平均の給料と奨金の合計は 1,930元となる。各村落別に
見ると，最高水準の合計は王家村の4,800元から陶宅村の1,538元までの幅があ
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経済抽出調査表
539 
水 稲（斤） 麦（斤） 油 菜（斤）
生｝こ量畝産当り
1畝当
生｝こ畝産量当り生産量 供出量 生産量 生た産量り 供出量 生産量 供出量
38,900 518 38,900 
5,528 687 122 406 122 310 305 310 
2,720 798 204 408 204 160 280 160 
3,084 795 286 412 286 290 312 290 
4,908 809 847 126 420 126 320 278 320 
4,836 813 625 302 419 302 270 289 270 
5,782 818 938 126 417 126 417 321 417 
7,058 825 1,141 352 441 352 456 308 456 
5,300 813 1,240 748 437 748 467 321 467 
3,656 821 649 264 449 264 240 287 240 
3,038 856 733 748 457 748 391 334 391 
計 ヽ ~ 
?
? ?
?
? ?
収 入 （元）
牧
?
企 業
元 I ％ I 元 ％ I 元 I 彩
2,677 1,240 46.3 587 21. 9 850 31. 8 669 
1,879 389 20. 7 . 290 15.4 1,200 63.9 940 
2,336 236 10.1 2,100 89.9 779 
3,852 177 4.6 275 7.1 3,400 88.3 963 
2,873 348 12.1 425 14.8 2,100 73.1 958 
2,732 432 15.8 2,300 84.2 911 
2,803 413 14.7 290 10.3 2,100 74.9 934 
3,555 650 18.3 605 17.0 2,300 64.7 889 
3,120 575 18.4 445 14.3 2,100 67.3 1,040 
2,557 301 1. 8 156 6.1 2,100 82.1 852 
1,710 203 1. 9 607 35.5 900 52.6 570 
??????
?
~ 
り，金額の差では3,262元と大きく，また最も低い陶宅村0)1,538元は同じ陶宅
．村の農業従事者の最高1,100元よりも多いことが分かる。上位 5名の収入では，
民安村の2,887元から陶宅村の832元と，その差は2,055元である。陶宅村の832
元は農業従事者の平均収入900元より少なく，村営企業労働者の村落間の収入
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格差や農業従事者と村営企業労働者との格差の大小は，各村落の企業発展の相
違を表している。
次に，女子労働力を見ると，総平均の最高水準の合計収入は 1,740元と，男
子の 68彩に相当する。村落間では，民安村の 2,416元から陶宅村の 766元と，
1,634元の格差がある。上位 5名では民安村の 2,096元から陶宅村の 760元で，
その格差は 1,336元である。
以上のように，労働者 1人当たりの収入は農業よりも企業からが多く，村営
企業が発展している村とそうでない村との格差は非常に大きい。特に，農業収
入間の格差よりも企業賃金間の格差が大きく，また村営企業の発展していない
村では農工間収入の格差は小さい。ところが，村幹部の手当てとなれば，村落
間の格差は小さくなる。党支部書記・村長（主任）・会計と農副業主任の 4人の
村四職幹部手当てでは総平均 1人当たり手当てが 1,424元であり，最高は民安
村の 1,927元，最低は陶宅村の899元で，その差は 1,027元である。 9村四職幹部
以外の村民委員会委員である村副職幹部手当てでは総平均が1,179元で，最高
が呉家村の 1,656元，最低が陶宅村の 791元で，• その差は 865元である。幹部
の手当ては農業従事者の収入よりは高く，企業労働者の収入よりは低くなるよ
うに位置付けられているようである124)0 
次に個別農家経営を見てみよう。第41表は唐家村の抽出調査である。農家数
は僅か11戸しかなく，これが唐家村の全農家を代表しているとは決して言えな
いが，家族数が2~4人で労働力が2~3人であるのは，唐家村における一般
的家族状況と同じである。農家番号 1を除いて各農家の農業労働力は 2~3人
で，企業労働力は 1~4人である。これを合計すると家族数を超えるが，これ
は半農半工を意味している。すなわち，農繁期と休日に農業を行い，それ以外
124) 1989年度の調査では， 1988年度の唐家村の村四職幹部手当ては1人当たり平均2,300
元，村副職幹部手当ては2. 250元であり，これは郷鎮企業労働者の収入よりかなり少
ない。村幹部については， 手当て以外の多くの見返りがあることを忘れてはならな
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第43表唐家村の
~ 総 楼 房 居 住 状 況 現戸 戸 楼房新築状況 計数 彩 戸数 1居住者 1間数 I 間数 1数 nf nf 
1952 407 814 22,792 
1957 , 437 
(306) 
874 24,472 
1962 454 908 25,424 
(343) 
1965 465 
(366) 
930 26,040 
1970 470 
(422) 
940 26,320 
1975 489 3 0.7 3 18 12 336 990 27,692 
(460) 
1978 507 14 2.5 11 54 44 1,232 1,020 28,560 
(550) 
1979 515 44 8.2 30 155 120 3,360 1,102 30,856 
(539) 
1980 540 120 21.2 56 235 224 6,272 1,226 34,328 
(567) 
1981: 562 181 31.4 81 387 324 9,072 1,570 43,960 
(576) 
1982 575 311 49.4 130 
(629) 
528 520 14,560 2,105 58,940 
1983' 592 
(629) 
402 63.9 91 455 364 10,192 2,497 69,916 
1984 607 457 71. 6 55 275 275 7,700 2,784 77,952 
(638) 
1985 622 503 80.2 . 46 256 230 6,440 3,051 85,428 
(627) 
1986 637 515 80.8 23 124 86 1,720 3,169 88,732 
1987 666 530 79.6 15 75 60 1,680 3,213 89,964 
出所）村より提供された資料に基づいて作成。 ． 
（）の数値は同じく村より提供された資料に基づく。士地改革時の戸数が2,58戸
は企業に勤務しているということである。農家のうち専業従事者がいるのは農
家番号1と2と11だけであり，他の農家は全て農業を片手間にやるということ
である。元育苗廠長であった農家番号1はこの年，村の育苗廠を請け負ってお
り，経営面積が38畝で，雇用労働力を使って農業経営をしている。その他の農
80 
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住宅建築の推移
有住
543 
居
楼
?
平 房
間数 I% 面 彩 1 間数 I％ nf I ％ 
814 22,792 
874 24., 472 
908 25,424 
930 , 26,040 
940 26,320 
12 1. 2 336 1. 2 978 98.8 27,356 98.8 
56 5.5 1,568 5.5 964 94.5 26,992 94.5 
182 16.5 5,096 16.5 920 83.5 25,760 83.5 
406 33.1 11,368 33.1 820 66.9 22,960 66.9 
730 46.5 20,440 46.5 840 53.5 23,520 53.5 
1,"250 59.4 35,000 59.4 855 40.6 23,940 40.6 
1,614 64.6 45,192 64.6 883 35.4 I 24,724 35.4 
1,889 67.9 52,892 . 67.9 895 32.1 25,060 32.1 
2,119 69.5 59,332 69.5 932 30.5 26,096 30.5 
2,205 69.6 61,740 69.6 963 30.4 22,855 30.4 
2,220 69.1 62,160 69.1 993 30.9 23,695 30.9 
戸であることから， （）の数値の方が信用できると考える。
家の経営地は生産責任制により分配を受けた土地である125)。
各農家の農業生産状況を見ると，農家番号1は責任田のみであり，全田に水
125)家族数は結婚・死亡・出産により変化しているため， 現在の家族数だけで経営面積
（分配地）の相違を議論することは出来ない。
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稲を栽培し，三麦や油菜を栽培していない。それゆえ，国家への供出は水稲の
みで，全量を国家に販売している。農家番号2・3・4は水田の責任田がない
ので，水稲の供出量はゼロである。その他の農家は各作物を国家へ供出してい
る。 1畝当たり生産量を見ると，水稲では農家番号 1と2は518斤， 687斤と低
く，特に労働力を雇用して水稲経営をする農家番号 1の生産力が低い。また，
専業従事者のいる農家番号2と11との間に 1畝当たりの生産量に 169斤の開き
があり，その他の作物ではあまり大きな開きはない。
農業総収入と総支出はほぼ経営面積に比例しているが，農家番号1の労賃部
分は他に比してかなり多い。これは雇用労働力に支払う賃金である。しかし，
その他の農家においても総支出の半分以上の労賃支出があるので，自家労働力
の賃金部分も含めているものと考えられる5とすると農家番号 1から11までの
農業純収入は，それぞれ 1,240元，'389元， 236元， 177元， 348元， 432元， 413
元， 650元， 575元， 301元， 203元となる。ところが，提供された統計数値には
160元， 144元， 100元， 192元， 130元， 90元， 80元， .200元， 150元， 135元，
120元と，これより小さい数値が出ている。恐らくこの数値は農業からの現金
収入のみを指し，自家食糧分を貨幣に換算した金額を含めていないと考えられ
る。そこで，入手した資料を加工したのが第41表である。
まず， 1人当たり平均収入は570元から1,040元の間にある。 1986年度の唐家
村の平均収入は 912元であるので，農家番号 1と3と11を除いて平均に近い数
値である。また，本表からは家族数に対して労働力の多い農家の収入が多くな
っている。例えば，最高収入は農家番号9の1,040元で，、家族3人のうち 2人
の労働力があり， 2人とも企業に勤務している。最低は農家番号11の570元で，
家族3人のうち労働力が2人あり， 1人カ・ゞ 企業に勤務し，もう 1人は農業の専
業者である。 しかも，専業であるにもかかわらず農業収入が203元しかな．＜，
その割合は僅か11.9%を占めるに過ぎない。農家番号 1は既述したように水田
38畝を経営しており，農業収入が1,240元ある。 しかし，殷家収入に占める農
業収入は46.3%と過半数に達せず， また農業収入が過半数を超える農家はな
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い。例外的な農家番号1を除いて，次に農業収入の割合の多い農家は農家番号
2であり，それでも僅か20.7彩を占めるのみである。反対に農家番号1を除い
た，他の農家では企業賃金が過半数を超えており，農家番号3では89.9彩を占
めている。
以上のように，農家収入の多くは郷鎮企業からの労賃収入が占め，農業の存
在意義は急速度に低下している。既出の第34表では企業純収入の48.8彩は職工
所得に回されており，唐家村では48.1彩が職工所得である。そして，職工1人
当たり平均収入は1,190元であり，唐家村では1,166元である。ここから農家経
済にとって郷鎮企業の存在意義の大きさが窺える。また，この数値を第40表と
第41表の賃金と比較しても同様のことが言える。
ところで，農民の収入増加は農民生活に大きな変化をもたらした。その変化
とは衣食住の変化であり，最も顕著に見られる変化としては住宅建設と電化用
品等の耐久消費財の購入が上げられる。ここでは資料の関係から住宅建設のみ
を扱う。
第42表は1986年現在の青村郷各村の住宅状況である。まず，平房（平屋）と楼
房（二階建て以上家屋）に居住する農家の割合を見ると， 楼房は平均82.3彩を占
めており，岳和村では100彩を超え，最低でも李客村の77.3彩である。また，
1986年度に新築された楼房は戸数で僅か全体の 4.1彩， 間数で 7.7彩，広さで
5.1彩に過ぎず， 多くの楼房はすでにそれ以前に新築されたことが分かる。農
家の平均間取りは 3.5間で，広さは 94m2であり，日本の農家と比較するとか
なり狭いかもしれないが，中国の都市住民と較べると比較にならない。
次に唐家村の住宅の変化を第43表から見ると， 1952年から1970年までの期間
は楼房がなく平房のみである。 1975年より楼房が新築され初め，その後徐々に
増加している。特に1980年に入って急増し， 1983年まで毎年10彩数ずつ増加し
た。これは三中全会以降の経済改革に基づく収入増が住宅建設ラッシュという
形で反映したものであり，実際農村を歩いてみると三階建ての家が沢山見られ
る。しかし， 1984年からは住宅建設のスビードは鈍っている。新築状況で見る
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二 ク ， 教職 讐校延（面面舎積） 創設原 名 ラス 員数 時期数
青村中心小学校 啓民学堂 16 668 57 4.95 1,447 1907 
挑家小学校 私立宝善小学校 6 185 12 4 274 1921 
陶宅小学校 陶渓義塾 5 134 ， 6 936 1912 
王家小学校 朱氏私塾 5 161 8 2.7 460 1946 
西呉小学校 私 塾 6 144 H' 1. 68 553 1931 
和中小学校， 荒檄小学校 8 257 18 2 365 1921 
朱店小学校 朱店初級小学校 4 117 7 2.4 234 1912 
子庄小学校 4 97 6 1.13 362 1958 
鐘家小学校 3 68 5 2.12 563 1950 
北港小学校 6 175 11 3.33 383 194,7 
唐家小学校（民営） 6 130 10 1.26 354 1952 
李客小学校（民営） 5 158 10 1.1 346 1958 
民安小学校（民営） 4 107 5 2 364 1964 
岳和小学校（民営） 3 56 5 1. 49 325 1963 
朱橋小学校（民営） 3 64 5 0.93 357 1951 
出所）奉賢県教育局「教育志」編写組『奉賢県教育志」 （奉賢県地方志叢書之三） 1984 
年， p.51~52より作成。 1989年度上半期の唐家小学校の教員数は 11人，生徒数は
1年生18人， 2年生も18人， 3年生19人， 4年生18人， 5年生も18人， 6年生16人
の計107人であり， 1983年度と比較すると減少している。これは隣接する青村中心
小学校の方へ村の子供達が通学するためである。
と， 1982年がヒ°ークで 130戸が楼房を新築し，居住者数でも 1982年がビークで
ある。間数では 1982年の 520間，広さでは 1982年の 1万4,560m2である。
このように農家経済の変化は住宅建設に逸早く表れており，三中全会以降の
経済改革を農民が評価する背景はこの辺にもあるようである。
2. 農村教育の普及
解放前の中国農村において教育が受けられる階級と言えば，地主や富農とい
った経済的余裕のある階級に限られており，一般農民の子弟が教育を受けられ
る機会は当然少なかった。それゆえ，当時の文盲率が90%以上を占めるという
のも当然のことであるが，革命後共産党が権力を握り，各種の社会改革を実
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施した割には教育水準が低い。例えば，第44表を見ると， 青村郷において解
放前には 8つの小学校が開校され，他の 7校も 1969年以前に開校されている
にもかかわらず，後述するように 1969年の文盲・半文盲率が 76.2彩という
のは，農村教育がいかに不徹底であり，農村教育が軽視されてきたか理解出
来る。
奉賢県における小学校教育の推移を第45表から見ると，解放直後の1950年に
おいては U5の小学校があり，クラス数は350,児童数 1万3,246人で， 1小学
校当たり 3クラス・ 117人の児童数であった。 i950年~195舷Fと1959年~1961
年は民営小学校の統計が含まれていないので，比較が困難であるが， 1962年
~1963年の調整期と 1966年から始まる文革期は学校数が最も多く，児童数も
1968年が 7万1,097人と最多である。しかし，この時の学校数や児童数は民営
、小学校の増設に負っており， クラス数では 1967年が民営が45.3彩，児童数で
は1969年が45.5彩，教職員数では1970年が47.6%を占めていた。 1970年代に入
ると学校数が減少するとともに民営校も減少・した。文革期の大衆路線の下にお
いて農民師弟に対して平等に教育の機会を与えるため，教育財政の乏しい状況
下で民営小学校を設立しなければならず，その意味において文革の果たした役
割は大きかったようである126)。1983年現在では，小学校数は 271校， クラス
数1,572,児童数4万8,352人，教職員数3,065人にまで増加し， 1校当たりの
クラス数は約 6クラス，児童数は約 180人，教職員数は 11人であり，既述した
青村郷各村の小学校と同様，村の小学校の規模が理解出来る。
現在，青村郷には青村鎮の青村中心小校校と青村郷各村の小学校14校の計
15校が存在する。青村中心小学校はその名前の通り青村郷における小学校の中
心で，その歴史は第44表に見られたように1907年に創設された啓民学堂に始ま
る。 1983年現在，クラスは16,学生669人，教職員57人を抱える最大規模の小
126)しかし，教育内容はよく言われるように出鱈目であったのかもしれない。この点は
農民からの情報では不明である。奉賢県教育局「教育志」編写組「奉賢県教育志」
1934年， p.81, p. 64。
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第45表奉賢県における小学校教育の推移
i¥: 学校数 クラス数 児 童 数 教職数員そのうち そのうち そのうち 民そのう営ち計 民営 計 民営 計 民 営 計実数I彩 実数1% 実数1% 実数 j% 
1950 115 350 13,246 338 
195,1 123 508 24,929 588 
1952 185 643 30,334 748 
1953 168 26,000 710 
1954 165 32,000 770 
1955 197 32 16.2 35,065 3,053 8. 7 835 76 9.1 
1956 247 41 16.6 715 131 18.3 40,150 6,935 17.3 862 134 15.5 
1957 221 20 9.0 40,164 4,226 10.5 917 
1958 252 50 19.8 941 324 34.4 50,887 17,124 33.7 969 321 33.1 
1959 172 33,650 926 
1950 172 35,669 19,181 53.8 1,001 
1961 162 29,491 1,080 
1962 386 235 60.9 1,055 412 39.1 39,248 14,774 37.6 1,394 421 30.2 
1963 375 224 59.7 1,040 386 37.1 38,218 14,824 38.8 1,400 411 29.4 
1964 293 131 44.7 1,398 521 37.3 50,718 22,113 43.6 1,568 529 33.7 
1965 299 108 36.1 59,273 25,987 43.8 1,777 607 34.2 
1966 336 130 38.7 1,496 637 42.6 67,189 28:179 41. 9 1,973 641 32.5 
1967 336 130 38.7 1,716 777 45.3 67,189 28,179 41. 9 1,973 647 32.8 
1968 336 130 38.7° 1,720 688 40.0 71,097 26,659 37.5 2,295 769 23.3 
1969 333 127 38.1 1,683 708 42.1 61,424 27,977 45.5 2,528 830 32.8 
1970 333 124 37.2 1,652 611 37.0 65,728 19,118 29.1 1,875 892 47.6 
1971 310 121 39.0 68,730 20,319 29.6 2,492 856 34.3 
1972 311 118 37.9 1,608 539 33.5 66,798 20,406 30.5 2,305 809 35.1 
1973 299 117 39,. 1 1,608 525 32.6 64,597 19,637 30.4 2,230 387 17.4 
1974 305 116 38.0 1,965 527 26.8 63,361 18,633 29.4 2,368 384 16.2 
1975 304 116 38.2 1,521 480 31. 6 55,174 16,453 29.8 2,121 412 19.4 
1976 303 114 37.6 1,453 462 31. 8 50,278 15,021 29.9 2,034 453 22.3 
1977 294 114 38.8 1,423 468 32.9 48,251 14,599 30,3 2' :005 473 23.6 
1978 294 114 38.8 1,520 ,467 30.7 51,134 14,236 27.8 2,490 497 20.0 
1979 280 95 33.9 1,524 419 27.5 50,989 12,974 25.4 2,685 562 20.9 
1980 276 95 34. 4 1,516 399 26.3 49,773 11,932 24.0 2,994 527 17.6 
1981 274 94 34. 3 1,535 398 25.9 48,269 12,319 25.5 2,990 522 17.5 
1982 272 89 32. 7 1,545 389 25.2 46,950 10,458 22.3 3,034 472 15.6 
1983 271 90 3. 2 1,572 383 24.4 48,352 10,253 21. 2 3,065 505 16.5 
出所）前掲「奉賢県教育志Jp. 34~35より作成。
1950年~1954年と1959年~1961年には民営小学校の統計は含まれていない。
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学校である。青村郷の小学校のうち， 10校は公塀（公営）小学校であり，残りの
5校は村や村民がその経費を負担する民営小学校である。調査村の唐家小学校
も民営であり， 1952年に創設され， 6クラス，学生数130人，教職員 10人であ
る。ところが， 1983年より民塀教師は公絣教師へと昇格し， 1986年には全教師
が公雛教師となった。これら教師は本来農村戸籍濃長）であり，自留地の分配
は受けたが，口糧田や責任田の分配はなく，都市戸籍（居民）となった127)。教職
員の給料等は県政府（国家）が負担しているのであるから，唐家小学校は公営か
と質問すると，村幹部や教師達でさえも公営か民営か分らず，県政府からの支
給は教師の給料のみであり，半官半民とのことである。前出の第38表の唐家村
財政状況でも文教支出に小学校経費は出ていないが，校舎建設費は記載されて
おり，校舎建設までは県政府の予算が十分につかないのであろう。
次に中学であるが，普通中学には 3年制の初級中学と 6年制の完全中学があ
る。完全中学は日本でいうところの中学と高校を兼ね備えている。中学にはそ
の他に中等師範や農業中学，それに民営中学がある。ここでは普通中学と民営
中学についてのみ触れる128)。第45表は 1949年から 1983年までの奉賢県におけ
る中学の学校数•生徒数·教職員数の変化である。文革後期の1970年代から学
校数と学生数・教職員数は急増しており，しかも1973年から1979年までの卒業
生数も急増しているが，小学校と同様にこの時に教育の大量生産がなされたこ
とが分かる。完全中学も同様にこれまでの 2校から1972年には37校に増加し，
1975年~1978年の間は38校となっている。・文革中は盲目的に教育の大量生産を
行ったとされているが，既述したように農民の子弟に対して教育の機会均等を
127)公欝教師とは給料を国家から支給される都市戸籍の教師であり， 民餅教師とは給料
を郷かまたは村の財政から支給される農村籍の教師である。農村籍の教師である
ということは，専門教育を身につけて国家の分配により職業が配分されたのではな
く，農村の代用教師ともいえる。
128)農村の中等教育の中には，専業教育や業余教育等があり， 専業教育には農業中学や
師範学校・進修学校・衛生学校・商業学校があり， 業余教育には農民業余学校やテ
レビ中学・各主の通信教育・職工学校・技工学校等がある。
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第47表唐家村教育水準の推移 （単位：人）
~ 年度 人 12歳以 文盲・半文盲 初 高 初 高． 口 上人口 文盲半文盲I計 ％ 小 小 中 中
1969 1,620 1,388 418 639 1,057 76.2 161 38 115 17 
1970 1,647 . 1,384 395 618 1,013 73.2 188 39 123 21 
1971 1,665 1,361 372 595 967 71.1 200 40 129 25 
1972 1,652 1,361 364 588 952 69.9 205 41 135 28 
1973 1,665 1,346 342 571 913 67.8 216 45 141 31 
1974 1,676 1,324 311 553 864 65.3 236 47 142 35 
1975 1,687 1,317 288 529 817 62.0 258 52 152 38 
1976 1. 743 1,312 265 507 772 58.8 277 58 160 45 
1977 1,713 1,321 232 480 712 53.9 298 61 181 69 
1978 1,741 1,326 207 469 676 51. 0 315 69 188 78 
1979 1,741 1,367 189 448 637 46,6 338 87 209 87 
1980 1,739 1,367 168 423 591 43.2 359 98 221 98 
1981 1,780 1,338 144 397 541 40.4 367 101 228 101 
1982 1,808 1,383 121 378 499 36.1 389 121 249 125 
1983 1,825 1,404 98 350 448 31. 9 408 137 268 143 
1984 1,794 1,408 79 331 410 29.1 421 141 285 151 
1985 1,800 1,425 64 316 380 26.7 432 152 292 169 
1986 1,819 1,451 45 294 339 23.4 450 i60 315 187 
1987 1,803 1,435 51 294 345 24.0 450 160 300 180 
出所）村より提供された資料に基づく。
半文盲とは小学校4年生未満の学力水準。
初小とは小学校4年生以上～小学校卒業未満の学力水準。
与えたといえる129)。現在，完全中学は 14校あり，各郷にほぼ 1校の割で設け
られていることになる。青村郷には完全中学の青村中学と方激初級中学があ
る。青村中学は1956年 8月に青村鎮に創設され，この時はまだ初級中学のみで
1978年から完全中学となった130)。第46表から見ると， 完全中学の 1校当たり
の生徒数は 236人，卒業生数は 58人となり，大体、1学年につき 1クラスが存在
する。青村中学は1983年で18クラスの 795人の生徒がおり，教職員は 82人と平
均よりはかなり規模の大きい中学である。方激初級中学は 6クラスの 284人，
129)注126)を参照されたい。
130)前掲「奉賢県教育志』 p.65。
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教職員は21人である。
ところで，中国農村の近代化において最も重要と考えられるのは人材育成で
ある。周知のように農村教育は都市教育に比較して建国後から現在に至る40年
間，全く軽視されてきた。都市教育は全民所有制のもと国家によって全面的に
管理・運営が行われてきたが，農村教育は国家からの一部補助金はあるもの
の，その財源は農村自身で賄うというのが一般的であった。それゆえ，農村の
教育水準は低＜＇，農村から大学まで進学する者は非常に少ない。第 47表は唐家
村の教育水準を見たものである。統計は1969年以降しか存在しないが，解放後
20年を経過した1969年において文盲・半文盲率は76.2%を占め・ており，高校水
準の者は僅か 17人(1.296)しかいない。 その後，文盲・半文盲率は徐々に減少
するが，過半数を割るのは解放後30年を経過した1979年である。 1980年代に入
ると急速に文盲・半文盲率は減少するが，近年は停滞気味である。 1987年にお
いてもまだ24彩の文盲・半文盲率があり，日本でいうところの義務教育を終え
た人数は480人 (3.4%)で，高校レベルの教育水準は 180人 (12.5%)でしかな
く，その教育水準の低さに驚かされる。大専（大学）に入学すれば農村戸籍が都
市戸籍へと変ることから，村の統計資料には現われず，第47表に大専の統計は
見られない。 1989年現在，唐家村の大専卒水準は34人(2.4形）を数えるのみで
ある。
第48表より教師の学歴を見ると，小学校では大専のいわゆる高等学校で学ん
だ教師は 1人もおらず，中等専門学校や中等師範・高級中学等を卒業した教師
が 35彩で，そこで修学したことのある教師や初級中学を卒業した教師が 55.4
彩，初級中学さえ卒業していない教師が9.6彩を占めている。＇初級中学の教
師では幾分学歴は高くなり，高等学校専科（短大）卒か専科で 2年以上修学の
教師が 34.4彩を占める。しかし，高級中学卒以下の教師が 53.7彩とまだ過半
数を占めている。高級中学の教師になれば漸く，高等学校本科（大学）卒と専科
卒等の教師が計85.6形を占めるようになる。しかし，それでも中専・中師・幼
師・高級中学卒の教師がまだ13.4彩も占めているのが現状である。
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第48表奉賢県小中学校教師の教育水準 (1983年度）
三 高中 初 中 小 学人数 1 彩 人数 1 彩 人数 I彩
高等学校本科卒業以上 118 I 42.6_ I 87 I 7.8 I 一、1
翡顎鰐醤 119 I 43. oI 382 I 34.4 -I 
高等学校本専科2年末満
修学 3 . 0.1 I 44 I 4.0 I I 
醤•中師・幼師•高中 37 13.4 414 37. 3 I 907 35.0 
中師・幼師・高中修学，
初中卒業 -I -I 182 116.4 I 1.434I 55.4 
初中修学以下 I -I -I -I 248 I 9.6 
計 I 211 j 100. 1 j 1.109 I 9.9 I 2,589 i 100.0 
出所）前掲「奉賢県教育志」 p.136より作成。
教師の学歴水準が低いのは，教師への待遇が悪く，高等教育を受けた者が教
師になることを希望しないからである。例えば，唐家小学校教師の給与体系を
見ると，最高が勤続25年0)男性教師で，毎月の基本給 103元，教齢手当て（教師
経験5年以上より経験年数に応じて） 10元， エ齢手当（労働年数に応じて， 1年につき
0.5元） 12.5元，物価手当て 12元，入浴費手当て 6元，書籍・新聞費 14元の計
164.5元があり，年末のボーナス 540元を加えると， 1988年度の年収は 2,514
元である。一方，最低は 1987年7月から勤務を始めた女性教師で；基本給
68.5元， エ齢手当て 1元， その他は勤務年数に関係なく同じで， 月収 108.5
元，ボーナス540元を加えると年収1.842元となり，勤務年数による格差の小さ
いことに気付く。これを第40表の村営企業労働者と比較すると，かなりの格差
がある。 1988年度の村営企業労働者の最高は男性で6,850元，女性で2,100元で
あり，これにはボーナスや各種手当ては含まれていないようである。現在27歳
の村出納員（女性）は1988年は唐家五金総合廠の倉庫保管員をしており，その時
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の年収は分配 1,800元，残業費 500元，労防費（労働防護用品費） 100元の計 2,400
元あった。教師の教育水準は村営企業労働者より高いはずであるが，収入は高
くはない。国家は教育投資を充実させ，出来るだけ教師に対する待遇をよくす
ることにより，教師の学歴水準を上げ，教育水準のレベル・アップを計らねば
ならない。また，農村戸籍から都市戸籍へ移った青年達が農村へ戻ってくるよ
うな魅力は農村に乏しく，優秀な人材杢できるだけ多く農村に留めるような政
策を採る必要がある。これなくしては農村の人材を育成し，農村経済の発展を
計ることは困難である。
XIV. 結語一ー伝統と変革
戦後の日本における中国研究は制度史的研究とその時々の現状分析に終始し
てきたきらいがある。周知のように解放後の中国の政治・経済は紆余曲折して
おり， 日本での中国研究はそれぞれの時代を解釈し， 紹介するに過ぎなかっ
た。このような日本の研究動向に対して筆者は非常に不満を持った。なぜな
ら，中国革命が旧社会をどこまで根底的に破壊し，その後の社会主義改造は旧
社会とは異なる新しい社会をどのように形成したのか，という中国社会を連続
として捉える視点がなかったからである。また，解放後の中国社会主義の意義
を理解するためには，解放前と解放後の変化を明確に把握する必要があり，単
に解放前と解放後を断絶させ，解放後を新社会として描くのではその実態が分
からない。ところが，日本ではこのような視角からの研究は少なく，出版され
た著書や発表された論文も少なかった。そこで，筆者は解放前の中国社会がど
のような形態で存在し，解放後どのように変容したのか分析する必要性を痛感
した。解放前の中国については，日本の中国侵略が占領地において植民政策を
スムーズに運営するために，膨大な実態調査を実施し，その資料が現在でも入
手出来，分析が可能なことから， その研究は困難ではなかった131)。 じかし，
131)前掲『中国農村社会経済構造の研究」を参照。
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解放後の研究については中国から得られる資料や情報は不十分で，上記の視点
からの研究は皆無に近く，非常に困難であった。また，直接中国杢訪問して調
査することも難しい時代であったため，福建省や広東省から移民した台湾農村
を調査することで，中国社会像を形成することにした132)。
三中全会以後の路線の転換は， 「改革と開放」を政策の機軸に置き， 統計数
値の公表や各種の資料を公開した。また，外国人の中国渡航も容易になり，中
国農村を訪問し，農村調査を実施することも可能となった。そこで，筆者は
198坪から農村実態調査を開始し，解放後の土地改革から三中全会までの30年
間のプラック・ボックスの解明，すなわち旧中国が解放後どのように変容した
のか，’あるいは変容しなかったのか，個々の農村実態調査によって解明しよう
とした。これによ→てこそ中国社会主義の意義を理解出来ると考えたからであ
る。
しかし，簡単に農村実態調査といっても，三中全会以後も開放の度合いは時
間的経過と地域により異なり，十全に実施出来たわけではない。開放当初は受
入機関の関係もあり，調査らしきことは出来ず，村の会議室で村幹部から村の
概況を聞くといったものであった。 198舷F頃から幾分調査らしきことが可能と
なり，許可された調査日数は僅か 1日~3日であったが，村幹部や老農から村
の会議室で直接質問をし，聞取りをすることが出来るようになった。しかし，
その応答は必ずしも筆者が期待するような内容ではなかった。ところが， 1987
年~1988年頃からはかなり自由に調査が出来るようになり，かつて訪問したこ
とのある農村を 2回.3回と訪問し，個別農家調査をも実施できるようになっ
た。本調査はその延長上にある。
調査内容は解放前から現在までを対象として，村落の歴史的変遷や，三中全
会以後の農村経済の変貌，農村工業化と産業構造の変化，農村財政，農民生活
'の変化等を出来るだけ時間をかけて聞取り調査をした。それを整理したのが本
稿であり，すでに各項目において小結を述べてきたが，再度ここに総括をし，
132)拙著「台湾漢人村落の社会経済構造」 1985年を参照。
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結論としたい。
上海近郊農村は解放前から商品経済が発展し，集鎮では商工業が発展し，自
由市場も開かれていた。そして，この集鎮を取り囲む形で自然村の小集落がク
リーク沿いに点在していた。 自然村の規模は数戸から数十戸に及び，・一般に
20~30戸の集落であった。このような小さな村では社会的経済的分業が完結せ
ず，集鎮との関係において初めて完結しえた。それゆえ，解放前において・自然
村内部の社会関係はそれほど強固に存在してはおらず，商品経済の進展により
弱体化しつつあった。これは農業生産における共同作業が少なくなり，水利灌
漑は村民間の協力関係ではなく，金銭的によって解決するようになりつつあっ
たことからも窺える。
ところが，解放後の土地改革や社会主義改造はこの自然村を解体するのでは
なく，利用することによって各種の政策遂行を実現した。まず，土地改革はこ
れらの自然村をいくつか合併して行政村を形成し，それに基づいて土地分配を
行った。現在の唐家村の14自然村を蒋家村・唐家村・蒲家村の 3行政村に組み
直すことによって土地改革を実施した。そして，その後の社会主義改造，すな
わち互助組•初級合作社・大社・高級生産合作社は自然村を基礎にして組織さ
れた。その背景には食糧問題を解決するために，国家が当初の．「過渡期の総路
線」で描いたビジョンよりもかなり速く社会主義改造をしなければならない理
由があったからである。すなわち， 3つの 5カ年計画を経て社会主義を初歩的
に完成させるというビジョンは， 3年後の 1956年に早くも実現した。そのた
め，・農村の伝統的社会構造を時間をかけて解体する余裕はなく， 伝統的社会
構造の上に社会主義を積み上げなければならなかった。唐家村で言えば，自然
村を基礎にして集団化が実施されたということである。そして， 1958年の人民
公社化も同様であり.1960年代初期の人民公社の整頓も基本的には自然村を基
礎にしている。また，文革後期の耕作隊の設立も自然村を基礎にしており，三
中全会以後の「政社分離」も生産隊が村民小組になっただけであり，生産隊は
自然村を基礎にして形成されていたことから，現在の村民小組も自然村を基礎
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にしている。特に解放後の農村は工業化のための資本蓄積に大きな役割を果た
し，国家は工業化を実現させるために，①農村から安価に食糧を買い付ける「
続購制」と，R農民を農村に固定させ，都市へ移住することを禁止する「戸ロ
制度」を実施した。このような解放後の諸政策は自然村を実質的にも形態的に
も意味をもって存続させた。解放後の政治的経済的厳しい環境は自然村内にお
ける農民の社会関係を解放前より強化させたと考えられ，また解放前から現在
に至るまでこれらの自然村の地理的位置は大きく変化しておらず，第2図や第
3図に見られたように独立の集村を形成しており，自然村としての一定の機能
を果たしてきたと考えられる。
三中全会以後の経済改革は，生産責任制を導入し， 耕地を各農家に分配し
た。農業はこれまでの集団経営から個別経営に転化し，農家経済は独立採算と
なった。本村における生産責任制は農業生産力増大へのィンセンティブを与え
たというよりも，農業から非農業へ労働力を移動させ，農家の農業離れを促進
した。その結果，工農総生産額に占める工業生産額の割合が高くなり，農村労
働力の多くは非農業部門に就業するといった産業構造の変革をもたらした。特
に，郷鎮企業に働く農民は農業従事者よりも収入が多くなり，また農家経済の
中で農業収入よりも非農業収入が多くなった。そのため農民は農業生産に魅
力を失い，農業労働は農家の婦女や老人が負担するようになった。農民の農業
生産に対する意欲の減退に対しては，郷鎮企業からの上納金を「以工補農」．と
して農業に投資し，農業を発展させようとする傾向が最近見られはじめた。ま
た，郷鎮企業からの上納金は社会福祉費や文教・衛生費に利用されるようにな
り，郷鎮企業の発展は農村の集団経済を一層強化する働きをもつようになっ
た。
しかし，村営企業の設立契機を見ると，企業は村落内の人間関係を通じて設
立され，その原料入手や技術導入も全て人間関係に基づいている。上海という
比較的好条件に恵まれた本村では， 1980年代前半は村営企業も非常に発展して
きたが，「村の企業」としての旧い企業体質や近年の競争激化のためか，近年
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その利潤が減少してきている。そのため村への上納金も減少し，村財政に大き
な影響を与えている。「離土不離郷」（離農しても離村させず）の政策の下， 農村
工業を発展させることで農村内の産業構造を変化させ，農村の過剰労働力を郷
鎮企業に吸収させ，農家経済を発展させてきた経済改革は，本村ではその限界
が見えはじめている。 ' 
解放後，村内の人間関係（村の団体性）を基盤にして進展してきた農村経済は，
三中全会後の経済改革により弱められる様相をていしたようであるが，実際は
村内の人間関係を通じて経済を発展させ，今これが行き詰まっている。これに
対して，今後の政策は村内の人間関係をさらに強化することによって発展させ'
るのか，それとも新たな社会的集団原理でもって組み直して再出発するのか，
問われているところである。
〔追記；本研究は昭和63・64年度文部省科学研究費補助金海外学術研究（課題
番号 63044139)に基づき上海社会科院部門経済研究所農村経済研究室
との共同研究による成果の一部である）
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